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登別市 労者 登別市
広報のぼりべつ2011年 11月号

登別市功労者表彰・登別市表彰は、永年にわたり登別市の
行政や社会福祉などに貢献され、市民の模範となる行いをさ
れた方や団体に対し、表彰を行うものです。
このたびの受賞者は、市功労者表彰 名、市表彰 名（自

治貢献表彰 名、社会貢献表彰 名、教育文化貢献表彰 名、
善行表彰 名）で、 月 日㈭の文化の日に市民会館で表彰
式を行います。

登別市表彰
総務グループ（☎○ ）

社会貢献表彰
多年にわたり交通安全指導員
として交通安全思想の啓発並
びに交通事故防止に尽力

赤沼 聖一さ
ん

あか ぬま とし かず

荒井 純吉さ
ん

あら い じゅんきち

大友 佳子さ
ん

おお とも よし こ

金澤 義則さ
ん

かな ざわ よし のり

登別市表彰

多年にわたり選挙管理委
員会委員として公平な明
るい選挙の推進に尽力

大西
おお にし

昇さ
ん

のぼる

多年にわたり法人会役員
として納税意識の向上に
尽力

宮澤日出夫さ
ん

みや ざわ ひ で お

多年にわたり町内会役員として市勢の発展と振興
に尽力

菊地 信幸さ
ん

きく ち のぶ ゆき

大島 富枝さ
ん

おお しま とみ え

佐藤
さ とう

守さ
ん

まもる

後藤 秀一さ
ん

ご とう ひで いち

俵
たわら

義明さ
ん

よし あき

菅原
すが わら

武さ
ん

たけし

千葉 忠芳さ
ん

ち ば ただ よし

千葉
ち ば

榮さ
ん

さかえ

中西イクヱさ
ん

なか にし

外﨑 雅幸さ
ん

との さき まさ ゆき

山田 昭男さ
ん

やま だ あき お

増井 弘満さ
ん

ます い ひろ みつ

自治貢献表彰

登別市
功労者表彰

永年にわたり民生委員児童委員と
して社会福祉の向上に尽力される
とともに、福祉団体会長として市
勢の発展に尽力

永年にわたり体育団体役員として
体育の振興に尽力

井下 英之さ
ん

いの した ひで ゆき

伊藤 吉司さ
ん

い とう よし じ

永年にわたり予防接種嘱託医とし
て地域医療の向上に尽力

永年にわたり登別市議会議員とし
て地方自治の振興に尽力

皆川 芳德さ
ん

みな がわ よし のり

永澤 眞人さ
ん

なが さわ まさ ひと

永年にわたり町内会長として市勢
の発展と振興に尽力

中山
なか やま

登さ
ん

のぼる
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登別市 労者 登別市

多年にわたり民生委員児童委員として社会福祉
の向上に尽力

畠山 基子さ
ん

はたけやま もと こ

髙橋 幸子さ
ん

たか はし さち こ

多年にわたり学校歯科医として児童の健康管理
並びに学校環境衛生等の向上に尽力

嶋津 研史さ
ん

しま づ けん じ

多年にわたり職業訓練協会役員として産業の振
興に尽力

千葉 義己さ
ん

ち ば よし み

多年にわたり登別市婦人センター運営委員会委
員として地域活動の推進に尽力

成田 光男さ
ん

なり た みつ お

平成 年度 登別市功労者表彰
問い合わせ

教育文化貢献表彰
多年にわたり体育指導委員会委員として市民の健康増進に尽力

尾崎 武志さ
ん

お ざき たけ し

多年にわたり子ども地域交流プラザ運営委員会会長として社
会教育活動の推進に尽力

畑山 功一さ
ん

はた やま こう いち

多年にわたり体育団体役員として体育の振興に尽力

山本 隆義さ
ん

やま もと たか よし

川口 勝己さ
ん

かわ ぐち かつ み

永年にわたり民生委員児童委員と
して社会福祉の向上に尽力

永年にわたり登別市議会議員とし
て地方自治の振興に尽力

永年にわたり体育団体役員として
体育の振興に尽力

熊野 正宏さ
ん

くま の まさ ひろ

小杉 博
こ すぎ ひろ

暉さ
ん

き

永年にわたり法人会役員として納
税意識の向上に尽力されるととも
に、観光協会役員として観光振興
に尽力

永年にわたり町内会長として市勢
の発展と振興に尽力されるととも
に、福祉団体役員として社会福祉
の向上に尽力

吉田 光雄さ
ん

よし だ みつ お

山田 正幸さ
ん

やま だ まさ ゆき

永年にわたり文化団体役員として
芸術文化の振興に尽力

横山 明子さ
ん

よこ やま あき こ

善行表彰
多年にわたり地域の環境美化活動に尽力

舘岡 善一さ
ん

たて おか ぜん いち

多年にわたり地域の公園環境整備に尽力

森田 光一さ
ん

もり た こう いち

多年にわたり地域の防犯及び環境美化活動に尽力

吉田 正勝さ
ん

よし だ まさ かつ



なでしこ力
あらゆる分野で活 する女性たち

広報のぼりべつ2011年 11月号

君と僕 互いの力 生かし合う
共同参画パートナー
（男女共同参画社会づくり一行
最優秀賞）

男女共同参画社会を目指して あなたも、わたしも、自分らしく！！

なでしこ力
りょく

あらゆる分野で
活躍する女性たち

問い合わせ 市民サービスグループ（緯○ ）

第 次男女共同参画
基本計画がスタート

国は、平成 年 月に第 次男女共同参画
基本計画を策定し、男女共同参画社会の形成
の促進に関する施策の促進を図ってきました
が、さまざまな状況の変化を踏まえ、施策の
さらなる充実を図るため、平成 年 月に第
次基本計画を策定しましたので、その一部
をご紹介します。

第 分野 政策方針決定過程への女性の参画の拡大
第 分野 男女共同参画の視点に立った社会制度・慣行の見直し、意識の改革

第 分野 男性、子どもにとっての男女共同参画
○男性にとっての男女共同参画の意義についての理解の促進
○子どもの頃からの男女共同参画の理解の促進
第 分野 雇用等の分野における男女の均等な機会と待遇の確保
第 分野 男女の仕事と生活の調和
第 分野 活力ある農山漁村の実現に向けた男女共同参画の推進

第 分野 貧困など生活上の困難に直面する
男女への支援

○セーフティネット機能の強化
○世帯や子どもの実情に応じた細やかな支援

第 分野 高齢者、障がい者、外国人などが
安心して暮らせる環境の整備

○障がい者、外国人などであることに加え、女性であることで複合的に
困難な状況に置かれている人々への支援

第 分野 女性に対するあらゆる暴力の根絶
第 分野 生涯を通じた女性の健康支援
第 分野 男女共同参画を推進し多様な選択を可能にする教育・学習の充実

第 分野 科学技術・学術分野における男女共同参画
○働きやすい環境整備に向けた取り組みの支援
○女性研究者の採用・登用の促進
第 分野 メディアにおける男女共同参画の促進

第 分野 地域、防災・環境その他の分野に
おける男女共同参画の推進

○地域における男女共同参画の基盤づくりの推進
○防災における男女共同参画の推進
○男女共同参画の視点に立った環境問題の取り組みの推進
第 分野 国際規範の尊重と国際社会の『平等・開発・平和』への貢献

【成果目標】次世代認定マーク
（くるみん）取得企業

成果目標現状（平成 年）
, 企業

（平成 年）
全 国 企業
北海道 企業

次世代認定マーク
（くるみん）
事業主は、従業
員の子育て支援
のための行動計
画（一般事業主
行動計画）を策定・実施し、そ
の結果が一定の要件（取得基準）
を満たす場合に、都道府県の労
働局長から認定を受けることが
できます。その認定を証明する
マークが次世代認定マーク（く
るみん）です。

【成果目標】自治会長に占める
女性の割合

成果目標現状（平成 年）
.％

（平成 年）
全 国 .％
登別市 .％

【成果目標】女性消防団員数
成果目標現状（平成 年）
万人全 国 , 人

登別市 人
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なでしこ力
あらゆる分野で活 する女性たち

幌幌別西サッカースポーツ少年幌別西サッカースポーツ少年団団
なでしこジャパンの女子ワールドカップ優勝が、
まだ記憶に新しい女子サッカー界。登別にも男子と
ともにサッカーに取り組む灸なでしこ球がいます。
幌別西サッカースポーツ少年団には、現在、 人
の女性が加入しています。
彼女たちがサッカーを始めたのは小学校に入って
から。キャプテンを務める子もいるなどチームの中
心として活躍しています。
練習や試合で、懸命にボールを追う姿に男女の壁
はなく、心からサッカー
を楽しんでいます。
今回紹介したサッカー
に限らず、これまで、女
性があまり取り組むこと
がなかったスポーツにも、
灸なでしこ球が誕生する
日は遠くないでしょう。

のぼりべつのなでしこ
登別市消防団女性分団
は、女性ならではのきめ
細やかな優しさを生かし
た火災予防の啓発や地域
の方々との交流を目的に
平成 年に 人で発足。
発足当初は、幼稚園・保
育所での防火紙芝居の上
演や、高齢者世帯の防火査察など、予防・広報活動
を主としていましたが、今では、救急救命の講習や
火災・災害時の後方支援も行います。
どちらかといえば男性の活動といったイメージが
ある消防団ですが、自分たちのまちを自分たちで守
りたいという気持ちに、男女の差はありません。
家事や仕事などとの両立を図りながら、平成 年

に開催予定の『全国女性消防操法大会』の出場に向
け訓練を重ねています。
団員は随時募集していますので、活動に興味のあ
る方は消防本部にお問い合わせください。

世界の中の日本
日本の中の北海道

ジェンダーエンパワーメント指数
ジェンダーエンパワーメント指数は、政治や経済
分野への女性の参画を示すもので、議員や管理職、
専門職、技術職に占める女性の割合、男女の所得な
どを基に算定されます。この結果、世界における日
本の順位は 位、日本における北海道は 位。女性
が政治や経済活動、意思決定に参画する機会はまだ
十分ではないといえます。

（世界の中の日本）
位 スウェーデン
位 ノルウェー
位 フィンランド
位 デンマーク

～～～～～～～～～～
位 日本
位 スリナム

（日本の中の北海道）
位 東京都
位 愛知県
位 滋賀県
位 大阪府

～～～～～～～～～～
位 北海道
位 岩手県

ご存じですか？カジメン
昨年紹介した『イクメン』（育児に積極的な男性）
と並んで今、注目されているのが『カジメン』。
『カジメン』とは、家事を積極的に楽しむ男性の
こと。ライフワークバランスを重視する世の中の流
れを受けて急増しています。
『育児』や『家事』は、昔はいずれも女性がする
ことが当たり前といわれてきたものの代名詞。
『イクメン』や『カジメン』が、ブームとして終
わることなく、男女ともに家事や育児を楽しむ社会
が形成されることが望まれます。

カジメン紹介
中原
なか はら

仁志さん
ひと し

中原仁志さんは、結婚当初から料理を楽しむ
『カジメン』。きっかけは、子どものころによく
料理をしてくれたお父さんの影響。
週に ・ 回は、台所に立ち料理をふるまいま

す。趣味の釣りで釣ってきた魚は、もちろん自分
で調理。晴れた休日には、ダッチオーブンを使っ
た料理で家族をもてなします。
中原さんは、「料理を作るのはとても楽しいで

す。今の目標は、子どもたちに喜んでもらえるご
はんを作ることです」と明るく話します。
奥さんも「好きで家事をしてくれることはあり

がたいですし、自分もしっかり家事をしなきゃと
いう刺激になります」と話すなど、夫婦で互いに
家事を楽しんでいます。登別市消防団女性分登別市消防団女性分団団
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日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校

は

ゲ

ム
や
ア
ニ
メ

シ

ン

の
ク
リ
エ
イ
テ

ブ
系

学
科

Ｉ
Ｔ
系

学
科

テ
ク
ノ
ロ
ジ

系

学
科

公
務
員
系

学
科

医
療
系

学
科
の

分
野

学

科

コ

ス

ペ

ジ
参
照

を
擁
し

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担

う
若
者
た
ち
が

な
り
た
い
自
分

を
目
指
し
日
々
学
び
ま
す

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校

は

多
く
の
国
家
資
格
認
定
校

卒
業
と
同
時
ま
た
は
実
務
経
験
を

積
む
だ
け
で
資
格
が
取
得
で
き
た

り

試
験
の
一
部
が
免
除
さ
れ
る

な
ど

価
値
の
高
い
国
家
資
格
を

有
利
に
取
得
で
き
ま
す

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校

で
は

業
界
の
ト

プ
ラ
ン
ナ

が
来
校
し

現
場
の
生
き
た
情
報

と
最
新
の
知
識
や
技
術
を
学
べ
る

特
別
講
義
を
実
施
し
て
い
ま
す

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校

は

若
者
た
ち
の
希
望
の
就
職
や

編
入
学
を
か
な
え
る
た
め

入
学

と
同
時
に
サ
ポ

ト
を
開
始
し
ま

す
入
学
時
に
は

登
別
温
泉
の
第

一
滝
本
館
で
オ
リ
エ
ン
テ

シ

ン
合
宿
を
開
催

年
次
後
期
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
で
は

学
校
が
独
自
に
作
成
し

た

就
職
の
手
引
き

を
基
に

企
業
訪
問
の
仕
方
や
履
歴
書
の
書

き
方

面
接
の
受
け
方
な
ど
必
要

な
基
礎
知
識
を
身
に
付
け
ま
す

ま
た

入
社
試
験
や
面
接
の
対
策

を
行
い
ま
す

年
次
に
は

企
業
の
方
を
招

い
た
就
職
セ
ミ
ナ

学
内
や
札

幌
で
の
合
同
企
業
説
明
会
に
参
加

し
ま
す

ま
た

個
別
の
就
職
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
を
実
施
す
る

な
ど

内
定
を
獲
得
す
る
ま
で
し

か
り
と
サ
ポ

ト
し
ま
す

ま
た

日
本
工
学
院
北
海
道
専

門
学
校
か
ら
は
毎
年

姉
妹
校
の

東
京
工
科
大
学
を
は
じ
め

地
元

の
室
蘭
工
業
大
学
な
ど
の
国
公
立

大
学

私
立
大
学
や
他

年
次
や

年
次
の
編
入
を
果
た
し
て
い
ま

す

文
化
や
教

育
・
福
祉
の
充

実
を
重
点
施
策
と
し

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

市
の
強
い
要
請
を
受
け

日
本

工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
が
開
校
し

た
の
は
昭
和

年

月

以
来

夢
を
持
ち

そ
の
道
の
プ
ロ
と
し
て

生
き
て
い
く
た
め
の

専
門
知
識
と
技
術
を
修
め
た
多
く

の
若
者
た
ち
を
札
内
の
大
地
か
ら
送
り
出
し
て
き
ま
し
た

今
号
で
は

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
の
学
科
や
進
学

就
職
活
動
の
サ
ポ

ト
体
制
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

目目
指
す
未
来
へ
つ
な
が

目
指
す
未
来
へ
つ
な
が
るる

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
紹

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
紹
介介

学
科

コ

ス
で

学
科

コ

ス
で

時
代
が
望
む
エ
キ

時
代
が
望
む
エ
キ
スス

パ

ト
を
養

パ

ト
を
養
成成

業
界
の
ト

プ
に

業
界
の
ト

プ
に
よよ

る
特
別
講
義
や
遠

る
特
別
講
義
や
遠
隔隔

授授
業業

資
格
取
得
に
有
利

資
格
取
得
に
有
利
なな

国
家
資
格
認
定

国
家
資
格
認
定
校校

就
職

進
学
を
伸

就
職

進
学
を
伸
ばば

す
手
厚
い
バ

ク

す
手
厚
い
バ

ク
アア

プ
体
プ
体
制制

問い合わせ
日本工学院北海道専門学校
緯○88 思○88

http://www.nkhs.ac.jp/
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目 す未 へつながる
日本工学院北海道 学校紹介

イ
ン
タ

ネ

ト
時
代
を
担
う

情
報
通
信
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
養
成
す

る
コ

ス
と
し
て

月
に

テ

ク
ノ
ロ
ジ

科
情
報
ネ

ト
ワ

ク
コ

ス

が
開
設
さ
れ

第
一

期
生

人
が
入
学
し
ま
し
た

こ
の
コ

ス
は

難
関
の
国
家

資
格
で
あ
る

工
事
担
任
者
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｄ
総
合
種

と

第

級
陸
上

特
殊
無
線
技
士

の

つ
の
資
格

を
在
学
中
に
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す

こ
の
認
定
は
全
国
で
も

例
目

で

エ
ヌ
テ

テ

・
エ
ム
イ

や

つ
う
け
ん

な
ど
の
情

報
通
信
業
界
に
就
職
す
る
た
め
に

は
非
常
に
有
利
な
資
格
で
す

テテ
ク
ノ
ロ
ジ

科

テ
ク
ノ
ロ
ジ

科
情情

報
ネ

ト
ワ

ク
コ

報
ネ

ト
ワ

ク
コ

ス
に
第
一
期
生
入

ス
に
第
一
期
生
入
学学

学科・コースの紹介
ゲームクリエイター科
アニメ・ＣＧ・Ｗｅｂ科

アニメーションコース

ＣＧコース

Ｗｅｂデザインコース

情報処理科

情報システムコース

情報ビジネスコース

自動車整備科
テクノロジー科

電気工学コース

情報ネットワークコース
建築学科

インテリアデザインコース

テクニカルコース

公務員学科

医療秘書科

しん灸科

柔道整復科

●公務員事務コース
●警察官・消防士コース

クリエイティブ系

ゲームやアニメ、
ホームページなどクリエイ
ティブな世界に関わる仕事

ＩＴ系
コンピュータソフトウェアの
開発や、情報ビジネス分野で
活躍する仕事

テクノロジー系

電気、自動車、建築、
インテリアなどものづくりの
エンジニアを目指す仕事

公務員系
まちづくりに携わる仕事

医療系

医療の力で人の役に立つ仕事

・

●
公
務
員
学
科

東
京
消
防
庁

北
海
道
警
察

一
般
曹
候
補
学
生

日
本
郵
政

グ
ル

プ

セ
ノ
ン
な
ど

●
Ｉ
Ｔ
・
マ
ル
チ
メ
デ

ア
系

日
鋼
機
械
セ
ン
タ

ア
イ
ク

ス

栗
林
サ

ビ
ス

北
都
電

機

太
平
電
業

日
本
プ
レ

ス
メ
ン
ト
セ
ン
タ

日
本
テ

ク
ノ
ス

ワ
ン
オ

ル
シ
ス
テ

ム

ポ

タ
ス
な
ど

●
医
療
秘
書
科

室
蘭
信
用
金
庫

室
蘭
ガ
ス

西
岡
病
院

て
い
ね
耳
鼻
咽
喉

科
ク
リ
ニ

ク

神
島
整
形
外

科
医
院

宮
の
沢
ク
リ
ニ

ク

苫
小
牧
脳
神
経
外
科
病
院
な
ど

●
自
動
車
整
備
科

北
海
道
旅
客
鉄
道

札
幌
ト
ヨ

タ
自
動
車

ト
ヨ
タ
カ
ロ

ラ

室
蘭

札
幌
日
産
自
動
車

北

海
道
運
搬
機
な
ど

●
電
気
・
建
築
系

北
海
道
電
力

北
電
興
業

北

海
電
気
工
事

北
海
道
旅
客
鉄

道

ネ
ク
ス
コ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
北
海
道

エ
ス
シ

マ

シ

ナ
リ

登
別
ガ
ス
協
同
組

合

日
本
ホ
ワ
イ
ト
フ

ム

ナ
ガ
ワ

大
鎮
キ
ム
ラ
建
設
な

ど
主主
な
就
職
内
定

主
な
就
職
内
定
先先

月

日
現
在

月

日
現
在

学びのテーマ
作品のおもしろさを追求し、
ゲーム作成のノウハウを習得します

業界デビューに必要なアニメ制作の流れや、
最新のデジタル技術を学びます
ＣＧ技術を駆使し、映画やゲームを盛り上げる
映像表現のクリエイターを目指します
Ｗｅｂや映像、ＤＴＰコンテンツ制作と
デザイン力を総合的に身につけるコース

プログラミング、システム設計を習得し、
技術と資格が備わったＩＴエンジニアを育成
資格取得を目標に、パソコンに強い
ビジネススペシャリストを目指すコース

二級自動車整備士の国家資格取得を目指す。
整備からカスタムカーづくりまでマスター

道内唯一の電気主任技術者資格認定校で、
電力関係に携わる電気技術者を育成
道内唯一の工事担当者資格認定校で、通
信工事に携わる技術者を育成

空間デザインやインテリアに関する知識を
学び、建築業界で活躍する実力を養います
建物の設計、デザインに携わる建築家や、
建築設計・施工技術者を目指すコース

年で合格できる独自のシステムが強み。
公務員への夢をかなえる学科

ビジネススキルとＩＴスキルを持った
心豊かな医療事務のエキスパートを養成
はり師・きゅう師の資格取得を目標に、
美容、医療、スポーツの応用力も学びます
医療現場だけでなく、スポーツ分野でも
活躍できる柔道整復師を養成します

取得できる主な資格
Ｊａｖａ認定資格
ＣＧエンジニア検定

ＣＧエンジニア検定
トレース技能検定
ＣＧエンジニア検定
画像処理エンジニア検定
マルチメディア検定
Ｗｅｂデザイナー検定

基本情報技術者
応用情報技術者
基本情報技術者
ＩＴパスポート

二級ガソリン自動車整備士
二級ジーゼル自動車整備士

第 種電気主任技術者
第 種電気主任技術者
工事担当者AIーDD総合種
第 級陸上特殊無線技士

一・二級建築士
インテリアプランナー
一・二級建築士
・ 級建築施工管理技士

日商簿記検定
日商ＰＣ検定

診療報酬請求事務能力認定
試験、医療秘書技能検定
はり師
きゅう師
柔道整復師
運動指導員



平成 年 月末の財政状況をお知らせします
財政公表

平成 年度各会計予算は、平成 年第 回
登別市議会定例会で各会計の当初予算が議決
され、その後、 月 日までに一般会計は
回の補正を行いました。
また、学校給食事業特別会計、介護保険特

別会計、カルルス温泉スキー場事業特別会計
でそれぞれ 回の補正を行っています。
平成 年度予算の 月末日現在における収

入および支出の概況、市民の市税負担の状況、
市債の状況などは次のとおりです。

平成 年度各会計予算執行状況

問い合わせ 財政グループ（緯○ ）

※項目ごとに表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げ額が一致しない箇所があります。

平成 年 月末の
状 をお らせします

広報のぼりべつ2011年 11月号

市債残高の状況
残 高会計区分

億 , 万円般 会 計

万円特
別
会
計

学校給食事業

億 , 万円公共下水道事業

, 万円簡易水道事業

億 , 万円合 計

市民
人あたりでは…
月末人口 万 , 人

市民（ 人当たり）が
負担する市税

万 , 円

市民（ 人当たり）に
使われる市のお金

万 , 円
一時借入金の状況
月 日現在、一時借入金は借り入
れておりません。

合 計
後期高齢者
医療

カルルス温泉
スキー場事業介護保険簡易水道事業公共下水道事業学校給食事業国民健康保険

一般会計会計名
特別会計

億 万円億 , 万円1億1,1 万円億 , 万円, 万円億 , 万円億 , 万円億 , 万円億 , 万円当初予算額

億 , 万円円万円, 万円円円万円円億 万円補 正 額

億 , 万円円円円円, 万円円円億 , 万円前年度繰越額

億 , 万円億 , 万円億 , 万円億 , 万円, 万円億 万円億 , 万円億 , 万円億 , 万円予算現額
（ 月 日現在）

億 , 万円億 , 万円億 , 万円億 万円, 万円億 , 万円億 , 万円億 , 万円億 , 万円歳 入平
成

年
度
決
算

億 , 万円億 , 万円億 , 万円億 , 万円, 万円億 , 万円億 , 万円億 , 万円億 , 万円歳 出

億 , 万円万円円, 万円円万円万円億 , 万円億 , 万円差し引き

億 , 万円億 , 万円円億 , 万円万円億 , 万円, 万円億 , 万円億 万円収入済額歳

入 .%.%.%.%.%.%.%.%.%収入率

億 万円億 , 万円万円億 万円万円億 , 万円億 , 万円億 , 万円億 , 万円支出済額歳

出 .%.%.%.%.%.%.%.%.%執行率

会計区分会計区分

.万㎡土 地

.万㎡建 物

億 , 万円現 金基
金
な
ど .万㎡土 地

億 万円債権などそ
の
他 .万㎡土 地

市有財産の状況

※『債権など』は 月 日現在
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登別市の水道水は安全です

登別市の水道水は安全です―水道水水質検査結果の公表―

問い合わせ 水道グループ（☎○ ）

皆さんに、安全で安心な水道水を供給するため、毎年、法に基づいた定期の水道水質検査を行っています。
平成23年 月 日に行った検査では、50項目すべてで水質基準に適合していることが確認されました。
安心して、市の水道をご利用ください。

分 類千歳浄水場登別温泉浄水場幌別浄水場水質基準値単 位項 目

微生物000100以下個/ml一 般 細 菌1

健

康

に

関

連

す

る

項

目

※

水

質

基

準

※

不検出不検出不検出検出されないこと－大 腸 菌2

金属類

未満0.0003未満0.0003未満0.00030.003以下mg/lカドミウム及びその化合物3
未満0.00005未満0.00005未満0.000050.0005以下mg/l水 銀 及 び そ の 化 合 物4
未満0.001未満0.001未満0.0010.01以下mg/lセ レ ン 及 び そ の 化 合 物5
未満0.001未満0.001未満0.0010.01以下mg/l鉛 及 び そ の 化 合 物6
未満0.001未満0.001未満0.0010.01以下mg/lヒ 素 及 び そ の 化 合 物7
未満0.005未満0.005未満0.0050.05以下mg/l六 価 ク ロ ム 化 合 物8

消毒副生成物未満0.001未満0.001未満0.0010.01以下mg/lシアン化物イオン及び塩化シアン9

無機物
0.210.110.1810以下mg/l硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素10
0.09未満0.08未満0.080.8以下mg/lフ ッ 素 及 び そ の 化 合 物11
未満0.05未満0.05未満0.051以下mg/lホ ウ 素 及 び そ の 化 合 物12

有機物

未満0.0002未満0.0002未満0.00020.002以下mg/l四 塩 化 炭 素13
未満0.005未満0.005未満0.0050.05以下mg/l、 － ジ オ キ サ ン14
未満0.004未満0.004未満0.0040.04以下mg/lｼｽ-1,2-ｼ゙ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ及びﾄﾗﾝｽ-1-2-ｼ゙ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ15
未満0.002未満0.002未満0.0020.02以下mg/lジ ク ロ ロ メ タ ン16
未満0.001未満0.001未満0.0010.01以下mg/lテ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン17
未満0.001未満0.001未満0.0010.03以下mg/lト リ ク ロ ロ エ チ レ ン18
未満0.001未満0.001未満0.0010.01以下mg/lベ ン ゼ ン19

消毒剤・
消毒副
生生物

未満0.06未満0.06未満0.060.6以下mg/l塩 素 酸20
未満0.002未満0.002未満0.0020.02以下mg/lク ロ ロ 酢 酸21
0.0010.0030.0110.06以下mg/lク ロ ロ ホ ル ム22
未満0.004未満0.0040.0060.04以下mg/lジ ク ロ ロ 酢 酸23
0.0030.0020.0020.1以下mg/lジ ブ ロ モ ク ロ ロ メ タ ン24
未満0.001未満0.001未満0.0010.01以下mg/l臭 素 酸25
0.0070.0090.0200.1以下mg/l総 ト リ ハ ロ メ タ ン26
未満0.02未満0.02未満0.020.2以下mg/lト リ ク ロ ロ 酢 酸27
0.0020.0040.0070.03以下mg/lブ ロ モ ジ ク ロ ロ メ タ ン28
0.001未満0.001未満0.0010.09以下mg/lブ ロ モ ホ ル ム29
未満0.008未満0.008未満0.0080.08以下mg/lホ ル ム ア ル デ ヒ ド30

金属類

未満0.005未満0.0050.0141.0以下mg/l亜 鉛 及 び そ の 化 合 物31

水
道
水
が
有
す
べ
き
性
状
に
関
連
す
る
項
目
※

0.03未満0.010.020.2以下mg/lアルミニウム及びその化合物32
未満0.01未満0.010.020.3以下mg/l鉄 及 び そ の 化 合 物33
未満0.0050.007未満0.0051.0以下mg/l銅 及 び そ の 化 合 物34

無機物10.69.411.8200以下mg/lナトリウム及びその化合物35
金属類未満0.001未満0.001未満0.0010.05以下mg/lマンガン及びその化合物36

無機物
9.45.17.0200以下mg/l塩 化 物 イ オ ン37
80.022.022.0300以下mg/lｶﾙｼｳﾑ、ﾏｸ゙ ﾈｼｳﾑ等（硬度）38
192112108500以下mg/l蒸 発 残 留 物39

有機物

未満0.02未満0.02未満0.020.2以下mg/l陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤40
0.000001未満0.0000010.0000010.00001以下mg/lジ ェ オ ス ミ ン41
未満0.000001未満0.0000010.0000010.00001以下mg/l－メチルイソボルネオール42
未満0.005未満0.005未満0.0050.02以下mg/l非 イ オ ン 界 面 活 性 剤43
未満0.0005未満0.0005未満0.00050.005以下mg/lフ ェ ノ ー ル 類44
0.10.20.43以下mg/l有機物（全有機炭素（TOC）の量）45

基礎的
性 状

7.67.37.35.8以上8.6以下－ｐ Ｈ 値46
異常なし異常なし異常なし異常でないこと－味47
異常なし異常なし異常なし異常でないこと－臭 気48

未満1未満1未満15以下度色 度49
未満0.1未満0.1未満0.12以下度濁 度50

※ 『水質基準』：水道水の品質を管理するための基準で『健康に関する項目』 項目、『水道水が有すべき性
状に関する項目』 項目の合計 項目が定められています。
※ 『健康に関する項目』：生涯にわたり飲み続けても人の健康に影響が生じない値をもとに、安全性を十分に
考慮して基準値が設定されています。
※ 『水道水が有すべき性状に関連する項目』：日常生活に使用しても不都合が生じない値をもとに、安全性を
十分に考慮して基準値が設定されています。
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広報のぼりべつ2011年 11月号

月

日
㈪

日
㈬

神
奈
川
県
海

老
名
市
の
市
民
ツ
ア

の
一
行
が
登
別
市

を
訪
れ
ま
し
た

こ
の
ツ
ア

は

海
老
名
市
が

今
年

月
に
調
印
し
た
登
別
市

宮
城
県
白
石

市

海
老
名
市
の
三
市
に
よ
る

ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
交
流
宣
言

と
海
老
名
市
の
市

制
施
行

周
年
を
記
念
し
企
画
し
た
も
の

40

で

応
募
し
た
約

人
の
海
老
名
市
民
が

440

参
加
し
ま
し
た

日
に

北
海
道
に
降
り
立

た
参
加

者
は

市
内
の
テ

マ
パ

ク
を
見
学
し

た
後

登
別
温
泉
に
到
着

小
笠
原
市
長

が
出
迎
え
ま
し
た

参
加
者
は

歓
迎
レ
セ
プ
シ

ン
で

郷
土
芸
能
の

熊
舞

を
楽
し
ん
だ
ほ
か

夜
に
は
特
別
開
催
中
の

地
獄
の
谷
の
鬼

花
火

を
観
る
な
ど
し

登
別
の
初
日
を

楽
し
み
ま
し
た

ま
た

同
日
に
は

体
育
団
体
や
町
内

会

日
赤
奉
仕
団
な
ど
市
民
団
体
の
情
報

交
換
会
も
行
わ
れ

海
老
名
市

登
別
市

双
方
が
団
体
の
活
動
状
況
や
課
題
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た

日
は

登
別
や
洞
爺
湖

小
樽

旭

とうほん せい そう

海海海海海海海海海海海海海海海海
老老老老老老老老老老老老老老老老
名名名名名名名名名名名名名名名名
市市市市市市市市市市市市市市市市
かかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららら
友友友友友友友友友友友友友友友友

海
老
名
市
か
ら
友
人人人人人人人人人人人人人人人人人

約約約約約約約約約約約約約約約約約

人人人人人人人人人人人人人人人人
がががががががががががががががが
登登登登登登登登登登登登登登登登
別別別別別別別別別別別別別別別別
をををををををををををををををを
訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪

人
が
登
別
を
訪
問問問問問問問問問問問問問問問問問

白
石
市
・
海
老
名
市
・
登
別
市

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
ツ
ア

川
な
ど

コ

ス
に
分
か
れ
道
内
を
観
光

参
加
者
は
登
別
の
み
な
ら
ず
北
海
道
の
魅

力
を
満
喫
し
ま
し
た

ま
た

同
日
か
ら
内
野

う
ち

の

優
海
老
名
市
長

ま
さ
る

と
風
間
康
静
白
石
市
長
が
ツ
ア

に
合
流

か
ざ

ま

こ
う
じ

う

夕
食
会
場
に
登
場
し

こ
の
交
流
が
末
永

く
続
く
よ
う
参
加
者
に
お
願
い
し
ま
し
た

最
終
日
の

日
に
は

札
内
町
で

ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
宣
言

の
記
念
植
樹

が
行
わ
れ

参
加
者
は
今
後
も
三
市
の
交

流
が
続
く
こ
と
を
願
い
な
が
ら
桜
の
木
を

植
樹
し
ま
し
た

植
樹
後
に
は

登
別
ま
ち
づ
く
り
促
進

期
成
会
に
よ
る
サ
ケ
の
千
人
鍋
が
振
る
舞

わ
れ

参
加
者
は
冷
え
た
体
を
温
か
い
鍋

と
も
て
な
し
の
心
で
温
め
ま
し
た

ま
た

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校

で
は

か
な
が
わ
環
境
大
使

を
務
め
る

歌
手
の
白
井
貴
子
さ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が

し
ら

い

た
か

こ

行
わ
れ

ツ
ア

参
加
者
も
登
別
市
民
や

同
校
の
学
生
と
と
も
に
鑑
賞

同
校
の
軽

音
楽
部
や
鷲
別
中
学
校
ギ
タ

マ
ン
ド
リ

ン
部
と
の
共
演
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た

登
別
を
満
喫
し
た
参
加
者
は
同
日
午
後

に
海
老
名
市
へ
の
帰
路
に
就
き
ま
し
た



広報のぼりべつ2011年 11月号

月

日
㈮

市
は

児
童
虐
待
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め

道
内

23

で
も
珍
し
い
取
り
組
み
と
し
て

第

回
登
別
市
児
童
虐
待
防
止
タ
ス
キ
リ

レ

マ
ラ
ソ
ン

を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た

こ
の
マ
ラ
ソ
ン
は

児
童
虐
待
防
止
を
訴
え
る

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動

に
ち
な
み

児
童
が

防
ご
う
児
童
虐
待

な
ど
と
書
か
れ
た
オ
レ
ン
ジ
色
の

タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
も
の
で

鷲
別
・
若
草
・
富
岸
各
小
学
校
の
児
童

人
が
参

55

加

児
童
は

沿
道
の
市
民
か
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら

登
別
走
ろ
う
会

の
会
員
の
先
導
で

鷲
別
小
学
校
か
ら
若
草
小
学
校
を
経
て
富
岸
小
学
校
ま
で

の
全
長
4
・
3

を

区
間
に
分
か
れ
て
走
り

児
童
虐
待
の
防
止
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
し
た

▲児童虐待の防止を訴えながら走る児童と『登別走ろう会』
の会員

登
別
市
児
童
虐
待
防
止
タ
ス
キ
リ
レ

マ
ラ
ソ

登
別
市
児
童
虐
待
防
止
タ
ス
キ
リ
レ

マ
ラ
ソ
ンン

タタタタタタタタタタタタタタタタ
スススススススススススススススス
キキキキキキキキキキキキキキキキ
にににににににににににににににに
児児児児児児児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童童童童童童童
虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐

タ
ス
キ
に
児
童
虐
待待待待待待待待待待待待待待待待待

防防防防防防防防防防防防防防防防
止止止止止止止止止止止止止止止止
のののののののののののののののの
願願願願願願願願願願願願願願願願
いいいいいいいいいいいいいいいい
をををををををををををををををを
込込込込込込込込込込込込込込込込

防
止
の
願
い
を
込
めめめめめめめめめめめめめめめめめ
ててててててててててててててててて

縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄
文文文文文文文文文文
時時時時時時時時時時
代代代代代代代代代代
のののののののののの
生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活

縄
文
時
代
の
生
活
ににににににににににに

思思思思思思思思思思
いいいいいいいいいい
をををををををををを
はははははははははは
せせせせせせせせせせ

思
い
を
は
せ
るるるるるるるるるるる

第

回
登
別
縄
文
ど
き
ど
き
ま
つ
り

月

日
㈯

市
は

の
ぼ
り
べ
つ
文
化
交
流
館

10カ
ン
ト
・
レ
ラ

で

第

回
登
別
縄
文
ど
き

ど
き
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
し
た

こ
の
催
し
は

学
び
な
が
ら
縄
文
文
化
に
理
解
を

深
め
て
も
ら
お
う
と

平
成

年
か
ら
毎
年
開
催
し

20

て
い
ま
す

会
場
で
は

黒
曜
石
の
ナ
イ
フ
作
り
や
ま
が
玉
作

り

土
器
の
野
焼
き

火
起
こ
し
体
験
な
ど
が
行
わ

れ
た
ほ
か

千
歳
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

の
高
橋

た
か
は
し

理
さ
ん
が

海
を
越
え
て
も
た
ら
さ
れ
た
動
物
た
ち

お
さ
むと

題
し
て
講
演

参
加
者
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら

熱
心
に
聞
き
入

て
い
ま
し
た

▲開会式に臨む三市の選抜選手たち

▲黒曜石のナイフ作りを楽しむ親子

/
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三三三三三三三三三三
市市市市市市市市市市
のののののののののの
交交交交交交交交交交

三
市
の
交
流流流流流流流流流流流

子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどど
もももももももももも
たたたたたたたたたた
ちちちちちちちちちち
にににににににににに

子
ど
も
た
ち
に
ももももももももももも

白
石
市
・
登
別
市
・
海
老
名
市

姉
妹
都
市
少
年
野
球
交
流
大
会

月

日
㈯

日
㈪

神
奈
川
県
海
老
名
市
で

10

10

白
石
市
・
登
別
市
・
海
老
名
市
姉
妹
都
市
少
年
野

球
交
流
大
会

が
行
わ
れ

登
別
市
か
ら
は
市
内
の

少
年
軟
式
野
球
チ

ム
か
ら
選
抜
し
た

人
の
選
手

12

が

白
石
市
と
海
老
名
市
の
選
抜
チ

ム
と
対
戦
し

見
事
に
勝
利
を
収
め
ま
し
た

大
会
は

三
市
の

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
宣
言

に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で

子
ど
も
た
ち
は
野
球
の

試
合
だ
け
で
は
な
く

海
老
名
市
の
児
童
宅
に
ホ

ム
ス
テ
イ
を
し
た
り

テ

マ
パ

ク
を
訪
れ
た
り

す
る
な
ど
し
て

楽
し
く
交
流
を
深
め
ま
し
た

とうほん せい そう



私
た
ち
の
コ

ラ
ス
を
ぜ
ひ
聴
い

て
ほ
し
い
で
す
ね

と

谷
本
さ

ん
は
来
場
を
呼
び
掛
け
ま
す

昨
年

月
に
入
会
し
た
池
添
圭

い
け
ぞ
え
け
い

10

子
さ
ん
は

退
職
後

何
か
趣

こ味
の
活
動
を
し
よ
う
と
思

て
い

た
と
こ
ろ

こ
の
サ

ク
ル
の
こ

と
を
知
り

入
団
し
ま
し
た

最

初
は

歌
の
こ
と
を
何
も
知
ら
ず

不
安
で
し
た
が

仲
間
と
も
す
ぐ

打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

活
動
は
と
て
も
楽
し
く

歌
う
こ

と
が
生
活
の
励
み
に
も
な

て
い

ま
す

こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
一
緒

に
歌
い
続
け
て
い
き
た
い
で
す
し

多
く
の
方
が
入
団
し

私
た
ち
と

一
緒
に
歌
う
喜
び
を
分
か
ち
合
い

た
い
で
す
ね

と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た

入
団
を
希
望
す
る
方
は

谷
本

さ
ん

緯
○23

ま
で

女
声
コ

ラ
ス
し
お
さ
い

は

マ
マ
さ
ん
コ

ラ
ス
の
サ

ク
ル
と
し
て

昭
和

年
に
結
成

51

さ
れ
ま
し
た

現
在

会
員
は

歳
代
か
ら

50

70

歳
代
ま
で
の
女
性

人

週

回

11

鷲
別
公
民
館
や
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ

に
集
ま
り

歌
の
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す

楽
し
く
歌
う
こ
と
を
モ

ト

に

み
ん
な
で
気
持
ち
を
ひ
と

つ
に
し
て

明
る
く
爽
や
か
に
歌

て
い
ま
す

仲
間
と
コ

ラ
ス

が
で
き
る
こ
と
が
一
番
の
喜
び
で

す

と
話
す
の
は

団
長
の
谷
本

た
に
も
と

喜
恵
子
さ
ん

き

え

こ今
は

月

日
㈯
に
市
民

11

12

会
館
で
開
催
す
る

登
別
コ

ラ

ス
フ

ス
テ

バ
ル

の
出
演

33

に
向
け
て

歌
の
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す

市
民
の
皆
さ
ん
に
も

みんなで気持ちをひとつ
にして、明るく爽やかに
歌っています

女声コーラスしおさい

人が輝き まちがときめく

たもで つ
たち

広報のぼりべつ2011年 11月号

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の

つ
の
チ

レ
ン
ジ
を
ご
紹
介
す
る

あ
な
た
も
で
き
る

つ
の
チ

レ
ン
ジ

回
目
の
テ

マ
は

省
エ
ネ
製
品
を
選
択
し
よ
う

で
す地

球
温
暖

化
を
防
ぐ
に

は

二
酸
化

炭
素
な
ど
の

温
室
効
果
ガ

ス
を
発
生
さ

せ
な
い
こ
と

が
大
切
で
す

温
室
効
果

ガ
ス
発
生
の

原
因
は

私

た
ち
が
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め

に

エ
ネ
ル
ギ

を
消
費
し
続
け

た
こ
と
で
す

今
も

私
た
ち
の
生
活
と
は
切

て
も
切
れ
な
い
テ
レ
ビ
や
冷
蔵

庫
な
ど
の
家
電
の
使
用
や

自
動

車
の
運
転
に
た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル

ギ

を
消
費
し
て
い
ま
す

こ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ

の
消
費

を
減
ら
す
に
は

こ
ま
め
に
電
源

を
切
る
だ
け
で
は
な
く

エ

ネ
ル
ギ

消
費
が
少
な
い
製

品
を
選
ぶ
の
も

と
て
も
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す

技
術
の
進
歩
に
よ
り

家

電
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
製
品
は
日
々
進
化
を
遂

げ

省
エ
ネ
性
に
優
れ
た
製

品
も
た
く
さ
ん
開
発
さ
れ
て

今
月
の
チ

レ
ン
ジ

省
エ
ネ
製
品
を

選
択
し
よ
う

あなたもできる 777つのチャレンジ
防ごう地球温暖化

い
ま
す

例
え
ば

年
型
の
エ
ア
コ
ン
と

年
型
の
エ
ア
コ

ン
を
比
較
す
る
と

約

％
も
省
エ
ネ
効
率
が

良
く
な

た
と
い
う
デ

タ
が
あ
り
ま
す

そ
う
し
た
製
品
を
積

極
的
に
選
択
す
る
こ
と

も
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
に
な
る
の
で
す

買
い
替
え
の
予
定
は
し
ば

ら
く
な
い
と
い
う
方
も

ト

イ
レ
の
照
明
な
ど
に
使
用
し

て
い
る
白
熱
電
球
を
電
球
型

蛍
光
灯
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
替

え
る
だ
け
で

温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す

自
分
の
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
た
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

に

ぜ
ひ
チ

レ
ン
ジ
し
て

み
て
く
だ
さ
い



月の粗大ごみ収集12

市や国、道からのお知らせ
くらしのガイド

▼
申
し
込
み

▼
問
い
合
わ
せ

中
の

Ｇ

は

グ
ル

プ

の
略
で
す

く し
か お

広報のぼりべつ2011年 11月号

問い合わせ 環境対策グループ
（クリンクルセンター内）

緯○

申込期間収集期間地 区 名
月 日㈪～
月 日㈮

月 日㈪～
月 日㈯

鷲別町
～ 丁目

月 日㈪～
月 日㈮

月 日㈪～
月 日㈯

新生町
・ 丁目

月 日㈪～
月 日㈭

月 日㈪～
月 日㈮

鷲別町
～ 丁目

※粗大ごみは、 品ごとに『ごみ処理券（
枚 円）』を張って出してください。
（ 回につき 品まで）
※粗大ごみの収集日は、『家庭ごみ収集カレ
ンダー』にも掲載しています。

※土・日曜日、祝日を除く 時～ 時
電話番号のかけ間違いに十分注意ください。

く
ら
し
と

住
ま
い

申し込み ㈲登和清掃（緯○ ）

市
内
で
ア
ラ
イ
グ
マ
が
家
庭
菜
園
な
ど

を
荒
ら
す
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す

平
成

年
に
生
息
が
確
認
さ
れ

数
が

18

増
大

生
息
範
囲
も
拡
大
し
て
い
ま
す

ア
ラ
イ
グ
マ
は

見
掛
け
に
よ
ら
ず
非

常
に
ど
う
猛
で

国
内
で
は

散
歩
中

の
飼
い
犬
が
襲
わ
れ
て
か
ま
れ
た

犬

を
か
ば
お
う
と
し
て
飼
い
主
が
か
ま
れ
た

と
い

た
被
害
が
出
て
い
ま
す
の
で
興
味

本
位
に
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

う

市
は

外
来
生
物
法
に
基
づ
き
箱
わ
な

に
よ
る
ア
ラ
イ
グ
マ
の
防
除
活
動
を
行

て
い
ま
す
が

原
則

わ
な
の
設
置
に
は

免
許
が
必
要
で
す
の
で

設
置
が
必
要
な

方
は
農
林
水
産
グ
ル

プ
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

※
台
数
に
限
り
が
あ
る
た
め

わ
な
の
設

置
に
時
間
が
掛
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
Ｇ

☎
○85

貸
し
ビ
ル
や
ア
パ

ト
な
ど
に
設
置
し

て
い
る
電
気
計
器

子
メ

タ

は
法

律
で
定
め
る
検
定
の
有
効
期
限
以
内
の
も

の
で
な
け
れ
ば
使
用
で
き
ま
せ
ん

使
用
で
き
る
期
限
は

計
器
に
添
付
し

て
い
る

検
定
ラ
ベ
ル

や

検
定
票

に
表
示
し
て
い
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

北
海
道
経
済
産
業
局
電

気
・
ガ
ス
事
業
室

☎
011

709

電
気
計
器
の
有
効
期
限
は

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か

ア
ラ
イ
グ
マ
に
は

近
寄
ら
な
い
で

市
長
と
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
長
室
フ
リ

タ
イ
ム
を

開
催
し
ま
す

室蘭警察署（☎○0110）のお知らせ

車上狙いが多発
車を離れるときは荷物のチェックと
ドアロックを忘れずに

タイヤ盗難に注意
保管場所には鍵を掛けましょう

ま
ち
づ
く
り

な
ど
に
つ
い
て
考

え
て
い
る
こ
と
を

市
長
と
直
接
会

て
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

今
回
は

土
曜
日
に
開
催
し
ま
す

▼
日
時

月

日
㈯

時

時

12

10

14

分
の
希
望
す
る
時
間

30
▼
場
所

市
長
応
接
室

鷲
別
公
民
館

登
別
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

婦

人
セ
ン
タ

※
申
し
込
み
が
重
複
し
た
場
合

時
間

を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※

人

組

約

分
を
予
定

30

※
個
人
的
な
問
題
や
苦
情
・
要
望
な
ど

は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん

▼
申
し
込
み

月

日
㈮
ま
で
に
情

11

11

報
推
進
Ｇ

☎
○85
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く し
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▼
申
し
込
み

▼
問
い
合
わ
せ

中
の

Ｇ

は

グ
ル

プ

の
略
で
す

▼
対
象
・
給
付
内
容

毅
平
成

年

月

日
以
降
に
戦
傷
病
者

15

等
と
婚
姻
さ
れ
た
妻
ま
た
は
同
日
以
降

じ
後
重
傷
に
よ
り

第

款
症
以
上
の

戦
傷
病
者
等
と
な

た
方
の
妻
で
あ

て

平
成

年

月

日
時
点
で
戦
傷

23

病
者
等
で
あ
る
夫
が
第

款
症
以
上
の

増
加
恩
給
等
を
う
け
て
い
た
方

額
面

万
円

軽
傷
者
は
半
額

年
償

15還
の
国
債

毅

第

回
特
別
給
付
金

ま
た
は

第

18

回
特
別
給
付
金

の
受
給
権
を
取
得

20し
た
妻
で
あ

て

戦
傷
病
者
等
で
あ

る
夫
が
平
成

年

月

日
か
ら
平
成

15

年

月

日
ま
で
の
間
に
公
務
傷
病

18

30

以
外
の
原
因
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た
方

額
面

万
円

年
償
還
の
国
債

▼
請
求
期
限

平
成

年

月

日

26

30

※
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
手
続
き
が
で
き

な
く
な
り
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
Ｇ

☎
○85

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は

和

歌
山
県
平
成

年
台
風

号
災
害
義
援
金

23

12

配
分
委
員
会

を
通
じ

被
災
さ
れ
た
方

へ
全
額
配
分
さ
れ
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

日
本
赤
十
字
社
登
別
市

地
区
事
務
局

社
会
福
祉
Ｇ
内
・
☎
○85

皆
さ
ん
か
ら
の
善
意
は

社
会
福
祉
施

設
や
社
会
福
祉
協
議
会

小
・
中
学
校
な

ど
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ

ア
活
動
や
母
子
・

父
子
家
庭
交
流
会

お
年
寄
り
や
身
体
に

ハ
ン
デ

キ

プ
を
持
つ
方
の
た
め
の

福
祉
車
両
や
福
祉
機
器
の
購
入

障
が
い

を
持
つ
子
供
た
ち
の
早
期
治
療
な
ど
を
行

う
た
め
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ア
に
よ
る
住

民
参
加
の
諸
活
動
へ
の
支
援
な
ど

身
近

な
と
こ
ろ
で
役
立
て
ら
れ
ま
す

▼
期
間

月

日
㈯
ま
で

12

31

▼
問
い
合
わ
せ

登
別
市
社
会
福
祉
協
議

会

☎
○88

台
風

号
和
歌
山
県
災
害

義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

戦
傷
病
者
等
の
妻
の
方
に

特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

福

祉

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
を

リフォームを思い立ったら
ライフスタイルの変化に合わせ「今住んでい
る住宅をリフォームしたい」、「中古住宅を購
入してリフォームしたい」などとお考えの方、
いざリフォームしようとすると何をすればよい
か悩みませんか。
リフォームを思い立ったら、あせらずにまず
は自分たちの考えをしっかりと整理しましょう。

リフォームを検討するときのポイント
目的をはっきりさせる

リフォームは、現状に不満があるからする
ものです。「何が不満でどうしたいか」をリ
フォーム業者に適切に伝えることが大切です。

計画を立てる
目的が決まったら、リフォーム業者と接触

する前に、自分たちで次のような計画を立て
ましょう。
①今後何年住むか
②予算と資金計画
③工事期間（特に住みながら工事もするか、
仮住まいとするか）

④設計や施工を誰に頼むか

市は、リフォームに関するパンフレットや冊
子を用意していますので、お気軽にお問い合わ
せください。

問い合わせ
建築住宅グループ（☎○ ）

月は児童虐待防止推進月間
子どもを虐待から守るためには、
地域の皆さんの気づきが大切です

あなたの周りに気になる子どもはいませんか？
「もしかしたら」と感じたら、すぐに連絡して

ください。
※連絡者の情報が他に漏れることはありません。
※連絡した内容が間違っていたとしても責任を
問われることはありません。
子ども虐待相談室（☎○ ）
室蘭児童相談所 （☎○ ）
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保
険
料
の
免
除

全
額
・
一
部
納
付

や
若
年
者
納
付
猶
予

学
生
納
付
特
例
制

度
の
承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
方
は

保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
よ
り

将

来
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す

そ
の
た
め

こ
れ
ら
の
期
間
は

年
以

10

内
で
あ
れ
ば
遡

て
納
付

全
部
ま
た
は

一
部

す
る
こ
と
が
で
き
る

追
納

と

い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で

保
険
料
を

納
付
で
き
る
よ
う
に
な

た
と
き
は

計

画
的
な
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す

※
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら

起
算
し
て

年
度
目
以
降
に
保
険
料
を

追
納
す
る
と

当
時
の
保
険
料
額
に
経

過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す

※
追
納
を
希
望
す
る
と
き
は

年
金
事
務

所
へ
追
納
の
申
し
込
み
を
し

納
付
書

を
発
行
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

☎
○85

市
民
税
・
道
民
税

第

期

国
民

健
康
保
険
税

普
通
徴
収
第

期

介

護
保
険
料

普
通
徴
収
第

期

後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料

普
通
徴
収
第

期

の
納
期
限
は

月

日
㈬
で
す

11

30

納
入
に
は

便
利
な
口
座
振
替
制
度
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
も
あ

り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

税
務
Ｇ

☎
○85

国
民
健
康
保
険
Ｇ

☎
○85

高
齢
・
介
護
Ｇ

☎
○85

年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

☎
○85

▼
日
時

月

日
㈪

時

分

11

28

13

30

▼
場
所

市
民
会
館

▼
対
象

給
与
を
支
給
し
て
い
る
事
業
所

▼
内
容

年
末
調
整
の
仕
方

留
意
事
項

法
定
調
書
の
記
載
方
法

今
年
度
の
改

正
点

ｅ

Ｔ
ａ
ｘ

国
税
電
子
申
告
・

イ

タ

ク
ス

納
税
シ
ス
テ
ム

の
利
用
に
つ
い
て

▼
問
い
合
わ
せ

室
蘭
税
務
署

☎
○22

ご
存
じ
で
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し

う

年
金
・
医
療

計
画
・
税
・

財
政

平
成

年
分
年
末
調
整
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

室蘭税務署からのお知らせ
便利なダイレクト納付を
ご利用ください

ダイレクト納付とは、事前に税務署に
届け出をしておけば、ｅ‐

イー

Ｔａｘを利用
タックス

して電子申告等をした後に、届け出をし
た預貯金口座から、簡単なクリック操作
で即時または期日を指定して納付するこ
とができる新たな納付手段です。

ダイレクト納付のメリット
税務署や金融機関に行くことなく、自
宅やオフィスなどから納付できるほか、
現行の電子納税にはないメリットがあり
ます。
毅インターネットバンキングの契約が不要
毅即時または期日を指定して納付が可能
毅税理士が納税者に代わり手続きが可能

対象税目
源泉所得税、法人税、消費税及び地方
消費税、申告所得税、酒税、印紙税
※ｅ‐Ｔａｘに納付情報データを登録す
れば、全税目でダイレクト納付が利用
できます。登録方法については、ｅ‐
Ｔａｘホームページでご確認ください。
※源泉所得税の毎月納付手続など、特に
利用回数の多い手続きに便利です。

ダイレクト納付を利用するには
毅ｅ‐Ｔａｘの利用開始手続きが必要な
ほか、ダイレクト納付利用届出書を税
務署に書面で提出する必要があります

毅ダイレクト納付が利用可能な金融機関
は国税庁ホームページの『利用可能金
融機関一覧』でご確認ください

毅利用届出書を提出してから利用可能と
なるまでには カ月程度掛かります

毅ダイレクト納付を行うときには、預貯
金口座の残高をご確認ください
※納付日の指定をした場合は、指定した
日の前日に預貯金口座の残高をご確認
ください。

▼問い合わせ 室蘭税務署
（緯○ ）
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く し
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▼
申
し
込
み

▼
問
い
合
わ
せ

中
の

Ｇ

は

グ
ル

プ

の
略
で
す

市
は

若
年
者
な
ど
が
就
職
活
動
で
抱

え
る
不
安
の
解
消
や
労
働
観
・
職
業
観
の

醸
成

自
分
の
適
性
に
応
じ
た
職
業
選
択

が
で
き
る
よ
う

キ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ

に
よ
る
個
別
相
談
や
セ
ミ
ナ

な
ど
を

行

て
い
ま
す

▼
相
談
日
時

平
成

年

月

日
ま
で

24

31

の
毎
週
木
曜
日

時

時

10

16

※
セ
ミ
ナ

は
月
曜
日

不
定
期

▼
場
所

地
域
情
報
セ
ン
タ

Ｐ
ｉ
Ｐ

ピ

ピ

▼
料
金

無
料

▼
申
し
込
み

キ

リ
ア
サ
ポ

ト
の
ぼ

り
べ
つ

キ

リ
ア
バ
ン
ク
㈱
内
・

緯

Ｅ
メ

ル

011

251

career@
city.noboribetsu.lg.jp

▼
受
講
料

万
円

年
額

▼
申
し
込
み

平
成

年

月

日
㈫
ま

24

31

で
に
同
校

緯
○85

▼
日
時

月

日
㈬

月

日
㈮
土
・

11

30

12

日
曜
日
を
除
く

の

時

時
15

▼
場
所

登
別
地
方
高
等
職
業
訓
練
校

▼
対
象

歳
以
上
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

55

▼
定
員

人

申
込
順

20

▼
申
し
込
み

月

日
㈫
ま
で
に
同
校

11

22

☎
○85

▼
対
象

求
職
中
の
障
が
い
者

▼
訓
練
期
間

年
ま
た
は

年

▼
願
書
受
付
期
限

月

日
㈰

11

20

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

同
校

☎

○52

若
年
者
等
キ

リ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
試
行
事
業

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

登
別
地
方
高
等
職
業
訓
練
校

平
成

年
度
生
徒
募
集

パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催
し
ま
す

シ
ニ
ア
ワ

ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

雇
用
・
労
働

小規模企業共済制度と
経営セーフティ共済のご案内
小規模企業共済制度と経営セーフティ
共済は、国が全額出資する独立行政法人
中小企業基盤整備機構が運営する法律に
基づく制度です。

小規模企業共済制度
小規模企業の経営者のための退職金制度
個人事業主や個人事業主の共同経営者、
会社などの役員の方が事業をやめたり退
職したりしたときに、生活の安定や事業
の再建を図るための資金をあらかじめ準
備しておく共済制度です。
※掛金は全額所得控除で、受け取る共済
金も退職所得扱いまたは公的年金等の
雑所得扱いとなります。

経営セーフティ共済
中小企業倒産防止共済制度

取引先の突然の倒産が原因で、経営悪
化の危機に直面してしまったときに、資
金を借り入れることができる中小企業を
守るための共済制度。無担保・無保証人
で、積立掛金の 倍の範囲内（上限
, 万円）で被害額相当の借り入れが
できます。
※掛金は、税法上必要経費または損金に
算入できます。
※ 月から、貸付限度額や掛金の積立上
限額、償還期間の延長など制度が変更
されていますので、詳しくは同機構ホ
ームページでご確認ください。

問い合わせ
中小企業基盤整備機構

共済相談室 ☎050−5541−7171

月は労働時間適正化キャンペーン期間
厚生労働省・北海道労働局

毅労働時間を適正に把握し、時間外・休
日労働の削減に努めましょう

毅健康管理体制を整備し、過重労働によ
る健康障害を防止しましょう

毅労働時間を適正に把握するための責任
体制を明確にし、労働時間管理のシス
テムチェック体制を整備しましょう
※厚生労働省ホームページで、 月 日
㈬まで職場の労働時間に関する情報を
受け付けています。

入校資格訓練期間期間
定員訓練科

中学校卒
業以上で
雇用保険
に加入し
た方

月～ 月
は月 回、
月～ 月
は土・日曜
日、祝日を
除く毎日、
時～ 時

年
人

木造建築科
(昼間)

年
人

建築板金科
(昼間)

年
人

建築塗装科
(昼間)

高校卒業
以上で、
雇用保険
に加入し
た方

月～ 月
の毎週月・
水・金曜日、
時～ 時

年
人

建築設計科
(夜間)

年
人

経理事務科
(夜間)

年
人

ＯＡシステ
ム科(夜間)

国
立
北
海
道

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

平
成

年
度
入
校
生
募
集



く し
か お
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ス
ト

ブ

ガ
ス
こ
ん
ろ
の
使
用
状
況

や
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況

電

気
や
た
ば
こ
な
ど
火
気
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
点
検
し
ま
す
の
で

協
力
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

消
防
署
警
備
Ｇ

☎
○85

▼
取
り
扱
う
業
務

戸
籍

住
民
票

印

鑑
登
録
証
明
書
関
係

外
国
人
登
録
な
ど

◎
電
話
予
約
に
よ
る
土
曜
日
の
証
明
書
交

付
も
行

て
い
ま
す

▼
受
取
時
間

時

時
12

▼
受
取
場
所

市
役
所
当
直
室

▼
交
付
す
る
も
の

住
民
票
の
写
し

本

人
ま
た
は
同
一
世
帯

印
鑑
登
録
証

明
書

本
人
の
も
の

外
国
人
登
録

原
票
記
載
事
項
証
明
書

本
人
の
も
の

▼
申
し
込
み

毎
週
金
曜
日

祝
日
を
除

月
末
ま
で
単
身
高
齢
者
世
帯
の

防
火
訪
問
を
し
ま
す

く

の

時

時
に
市
民
サ

ビ
ス

17

Ｇ

☎
○85

諸
外
国
の
生
活
や
文
化
な
ど
を
学
び

相
互
理
解
と
地
域
の
国
際
化
を
推
進
す
る

た
め
国
際
理
解
講
座
を
開
催
し
ま
す

▼
日
時

月

日
㈬

時

11

30

18

▼
場
所

市
民
会
館

▼
内
容

登
別
市
外
国
語
指
導
助
手
ニ
コ

ル
・
ロ
バ

ト
ソ
ン
さ
ん

リ
サ
・
パ

ス
ス
さ
ん
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
的

な
ク

キ

作
り

▼
定
員

人

申
込
順

20

▼
参
加
料

円
500

▼
申
し
込
み

月

日
㈫
ま
で
に
企
画

Ｇ

☎
○85

▼
月
日

月

日
㈪

11

21

▼
時
間
・
場
所

時

時
・
登
別
温

10

13

泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

時

時

13

14

分
・
登
別
厚
生
年
金
病
院

時

45

15

30

分

時

分
・
市
民
会
館

16

30

▼
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
Ｇ

☎
○85

そ
の
ほ
か
の

お
知
ら
せ

消
防
・
防
災

返還墓地の再貸し付けを行います

毎
週
木
曜
日
は

時
ま
で

住
民
票
な
ど
の
手
続
き
が

で
き
ま
す

国
際
理
解
講
座
を
開
催
し
ま
す

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▼対象 市内に住民登録がある方（すでに墓地使用権を持つ方を除く）

▼貸付条件 年以内に墓碑を建立する方

▼申し込み 市民サービスグループ備え付けの申込書に必要事項を記入
し 月 日㈪～ 日㈬に市民サービスグループ（☎○ ）

※申し込みには、印鑑、住民票が必要です。
※申し込みは 世帯につき 区画。申し込み多数のときは、後日抽選。
※墓地の貸し付けを受け 年を経過しても墓碑を建立しなかったときは
使用許可を取り消すことがあります。この場合、納入した使用料と管
理清掃手数料は返還しません。
※第二富浦墓地は、随時、貸し付けを行っています。

使用料
（うち管理清掃手数料）面積区画造成年度墓地

, 円（ , 円）.㎡区画昭和 年
富浦墓地

, 円（ , 円）.㎡区画昭和 年
, 円（ , 円）.㎡区画昭和 年中登別墓地

第 期高齢者保健福祉計画及び
介護保険事業計画（素案）について
皆さんの意見を募集します
■案件の概要 老人福祉法に基づく『高齢者保健福祉計画』と介護保険
法に基づく『介護保険事業計画』について、高齢者の保健福祉に関す
る施策を総合的に進めるため、 年を一期として策定することを法律
で定められたもので、このたび、平成 ～ 年度の計画を策定するも
のです。
●募集期間 月 日㈬まで
●資料の閲覧 本案の全文は、市役所 階市民ロビー、各支所、市民会
館、市立図書館、市民活動センター、社会福祉グループに備え付ける
ほか、市ホームページにも掲載します
●意見の例 『○○の事業は、△△のような方法で行ったほうが、より
大きな効果が得られる』など、修正や加筆の必要な箇所、内容などに
ついて意見をお寄せください
●意見の提出方法 各閲覧場所に備え付けの専用用紙か任意の用紙に①
案件名②住所③氏名④電話番号⑤ご意見を記入し、社会福祉グループ
（〒 − 登別市中央町 丁目 ）へ郵送またはファクス、Ｅメ
ール（welfare@city.noboribetsu.lg.jp）、閲覧場所備え付けの意見投
函箱に投函ください
※電話や来庁による口頭での意見はお受けしません。
●ご意見に対する回答 寄せられた意見に対する市の考え方を市ホーム
ページに掲載（氏名、住所、電話番号は公表しません）するとともに、
市役所 階市民ロビー、各支所、市民会館、市立図書館、市民活動セ
ンター、社会福祉グループに閲覧用のファイルを備えます
※意見を提出された方に対して個別の回答は行いません。
●問い合わせ 社会福祉グループ（☎○ 、思○ ）

登別市ＰＲ映像作品収録
ＤＶＤを無償配布しています

▼収録作品 きらり登別（動画）、きらり登別
『春夏秋冬』（フォトムービー）

▼時間 時～ 時 分（土・日曜日、祝日除く）

▼配布場所 情報推進グループや各支所

▼対象 道内外での上映などを通じ登別のＰＲ
に協力いただける方

▼配布数 人につき 枚
※市ホームページやインターネット動画投稿サ
イト『YouTube』でもご覧いただけます。

▼問い合わせ 情報推進Ｇ（緯○ ）
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た はま

困った！
ときにはまず相談

申し込み・問い合わせ
※『G』はグループの略相談内容場所日時相談名

税務Ｇ
（☎○ ）

市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）税務グループ

月 日㈭・ 日㈮
… 時まで
日㈯… 時～ 時

夜間・土曜納税相
談窓口

月 日㈫までに
市民サービスＧ
（☎○ ）

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：芝垣美男さん

しば がき よし お

定員：各 人（申込順）

鉄南ふれあいセンター月 日㈯
時 分～ 時

無料法律相談

担当弁護士事務所
月 日㈪以降

※本人から弁護士に相
談日を電話予約。

① 月 日㈮
② 月 日㈮までに
市民サービスＧ
（緯○ ）

相続や遺言、各種契約など、
官公署に提出する書類など
定員： 人（申込順）

鉄南ふれあいセンター
① 月 日㈯
② 月 日㈯
時 分～ 時

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

市民サービスＧ
（緯○ ）市民生活や多重債務、ＤＶ市民サービスグループ随時市民生活相談

消費生活センター
（緯○ ）
登別消費者協会
（緯○ ）

消費生活
消費生活センター
登別消費者協会（労働
福祉センター内）

随時
※登別消費者協会は火
～金曜日の 時～
時。

消費生活相談

札幌法務局室蘭支局
（緯○ ）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、うわさや暴言による
嫌がらせ、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（室蘭市入江町）

月～金曜日
時 分～ 時 分人権相談所

月 日㈭までに
障害福祉Ｇ
（☎○ ）

障がいのある方の就労
障がいのある方の雇用障害福祉グループ月 日㈭

時～
障がいのある方の
就労相談窓口

子ども虐待相談室
（緯○ ）子どもへの虐待について子ども虐待相談室

（市役所 階 番窓口）
月～金曜日
時～ 時 分子ども虐待相談

事前に連合登別
（緯○ ）

解雇や労働条件の引き下げ、
いじめなど鉄南ふれあいセンター

月～金曜日（祝日を
除く） 時～ 時

無料労働相談 希望日の 週間前までに
連合登別
（緯○ ）

月 日㈫・ 日㈫
時～ 時

室蘭調停協会
（緯○ ）

土地・建物、金銭、家庭や『民
事』『家事』に関わること室蘭市民会館月 日㈭

時～ 時
無料調停相談会
室蘭調停協会

月・ 月は、
滞納処分強化月間です
～早めの納付をお願いします～
期間中は、市道民税や固定資産税・都市計
画税、軽自動車税などの市税滞納者を対象に、
給与などの財産の差し押さえを重点的に進め
ます。

問い合わせ
税務グループ（☎○ ）

女性の人権ホットライン
～全国一斉強化週間～

セクハラやＤＶなど女性の人権に
関する相談をお受けします。
☎0570－070－810
平日 時 分～ 時 分

次の期間は相談時間を延長します
月 日㈪～ 日㈮
時 分～ 時

月 日㈯・ 日㈰
時～ 時

室
蘭
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

譲
渡
所
得

相
続
税

贈
与
税
に
つ

い
て

個
別
に
相
談
を
希
望
す
る
方
は

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す

資
産
課
税
部
門

☎
○
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すくすく いきいき

子育て 健 康

親子の触れ合いを楽しみませんか。

▼日時 月 日㈯ 時～ 時

▼場所 登別子育て支援センター

▼対象 市内居住の未就学児とそ
のお父さん

▼内容 絵本や遊具を使った自由
遊び、園庭遊び
※当日直接会場へお越しください。

▼問い合わせ 登別子育て支援セ
ンター（☎○ ）

▼場所・日時
毅鷲別公民館 月 日㈬
毅若草放課後児童クラブ 月
日㈬
※時間はいずれも 時～ 時。
※両会場とも駐車場があります。

▼対象 市内居住の未就学児とそ
の保護者

▼持ち物 上履き（保護者とも）
※当日直接会場にお越しください。

▼問い合わせ 中央子育て支援セ
ンター（☎○ ）

▼日時 月 日㈫ 時～ 時

▼場所 婦人センター
▼対象 市内居住の 歳 カ月～

未就学児とその保護者
▼内容 かけっこ、玉入れ、パン

食い競争など

▼定員 組
（申込順）
※初めての方を優先します。

▼持ち物 飲み物、着替え、タオル

▼申し込み 月 日㈪～ 日㈮
に登別子育て支援センター（☎
○ ）

▼日時 月 日㈫ 時～ 時

▼場所 しんた

▼対象 ～ カ月児を持つ保護者

▼内容 離乳食のお話し、試食（保
護者）、遊びの紹介など

▼参加料 円

▼持ち物 筆記用具、母子健康手帳

▼申し込み 月 日㈫までに健
康推進グループ（☎○ ）

～富岸子育てひろば～

▼日時 月 日㈮ 時～ 時

▼場所 郷土資料館

▼対象 未就学児とその保護者

▼内容 登別の歴史学習と脱穀機
での新米の精米体験、試食

▼定員 組（申込順）

▼持ち物 昼食、帽子、動きやす
い服装・靴など

▼問い合わせ 月 日㈭までに
ＮＰＯ法人登別自然活動支援組
織モモンガくらぶ（☎ －

－ ）

▼日時 月 日㈪ 時～ 時
▼場所 市民活動センター

▼対象 子育て中の方、子育てを
支援している方

▼内容 『大掃除大特集！』先輩
主婦の皆さんがおうちのきれい
を実現するためのアドバイス

▼定員 組（申込順）
※託児を希望する方は、申込時に
お知らせください。

▼申し込み 月 日㈰までにＮ
ＰＯ法人登別自然活動支援組織
モモンガくらぶ（☎ －

－ ）

▼日時 月 日㈯ 時 分～
時

※ 時 分から受け付け。

▼場所 しんた

▼テーマ こころに栄養与えてい
ますか？

▼講師 木村義恭さん（白菊・白
き むら よし やす

雪幼稚園）

▼定員 人（申込順）

▼申し込み 月 日㈫までに登
別市ファミリーサポートセンタ
ー（☎○ ）

ママとパパのための
勉強会を開催します

～富岸子育てひろば～

持ち物内 容対 象月 日診査・相談名

母子健康手帳、
バスタオル、
替えオムツ

診察、身体計測、栄
養相談、育児相談

平成 年 月 日～
平成 年 月 日
生まれのお子さん

月 日㈭か月児
健康診査

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊び紹介

平成 年 月生まれ
のお子さん月 日㈬か月児

健康相談

母子健康手帳、
お子さんの歯
ブラシ

診察、歯科検診、身
体計測、栄養相談、
歯科相談、育児相談、
フッ素塗布（希望者
円）

平成 年 月生まれ
のお子さん月 日㈬歳 か月児

健康診査

診察、歯科検診、尿
検査、身体計測、栄
養相談、歯科相談、
育児相談

平成 年 月生まれ
のお子さん月 日㈭歳児

健康診査

母子健康手帳発育・発達・育児栄
養などの相談

育児相談を希望する
方月 日㈬乳幼児

健康相談

か月児健康診査、 か月児健康相談、 歳 か月児健康診査、 歳児健康診査の時間は、
対象となる家庭に通知します。乳幼児健康相談は、事前に電話で申し込みください。

問い合わせ
健康推進グループ（緯○ ）乳幼児健康相談 診査

出張子育てひろばを
開設しますお父さんと遊ぼう！

移動子育て支援
センターを開設します

は

子
育
て

は

健
康

に
関
す
る
記
事
を
示
し
ま
す

子育て支援講演会を
開催します

ミニミニオリンピック
に参加しませんか

もぐもぐ食育ひろばを
開催します

▲

場所 しんた
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▼日時 月 日㈬ 時～ 時

▼場所 登別子育て支援センター

▼対象 市内居住の未就学児とそ
の保護者

▼定員 組（申込順）

▼申し込み 月 日㈪～ 日㈮
に登別子育て支援センター（☎
○ ）

▼場所・開催日
①若草婦人研修の家・ 月 日㈬
②労働福祉センター・ 月 日㈬

▼時間 時～ 時

▼対象 市内居住の 歳以上の方
で、軽い運動ができる方

▼内容 栄養士による食事のお話、
足腰強化・脳活性化に効果的な
かろやか体操、リズム体操など

▼定員 各 人（申込順）

▼持ち物 タオル、飲み物（水分
補給のため）、かろやか手帳（お
持ちの方のみ）・上靴（①のみ）
※動きやすい服装と靴でお越しく
ださい。

▼申し込み 高齢・介護グループ
（☎○ ）

▼日時 月 日㈬ 時～ 時

▼場所 登別厚生年金病院

▼内容 痛風について
※当日直接会場へお越しください。

▼問い合わせ 栄養部
（☎○ ）

新しい制度になった子ども手当
の認定請求はお済みですか。
対象者には認定請求書を送付し
ていますが、提出されない場合、
手当の支給が停止されますので、
お早めに手続きをしてください。

▼受付期限 平成 年 月末

▼受付場所 子育てグループ
◎出張受け付けを行います

▼場所・日時
毅登別温泉ふれあいセンター
月 日㈪ 時～ 時

毅鷲別公民館
月 日㈭ 時～ 時

毅婦人センター
月 日㈮ 時～ 時

▼問い合わせ 子育てグループ
（☎○ ）

保育所の児童と遊びませんか。
▼場所・日時

毅鷲別保育所 月 日㈭
毅栄町保育所 月 日㈭
毅富士保育所 月 日㈭
毅幌別東保育所 月 日㈭
毅登別保育所 月 日㈬
※時間はいずれも 時 分～ 時。

▼対象 市内居住の未就学児とそ
の保護者

▼持ち物 上履き（保護者とも）、
着替え
※戸外で遊ぶことがあります。
※当日直接会場へお越しください。

▼問い合わせ 中央子育て支援セ
ンター（☎○ ）

▼日時 月 日㈯ 時 分～
時 分

▼場所 室蘭歯科医師会館（室蘭
市東町 丁目 － ）

▼対象 これまでに口腔がんの検
査を受けたり医療機関で受診し
たりしたことのない 歳以上の
方

▼定員 人（申込順）

▼申し込み 月 日㈮～ 日㈮
までに北海道歯科医師会（☎
－ － ）

問い合わせ
室蘭歯科医師会（☎○ ）

診療所日 時
みうら歯科
室蘭市港北町 丁目 －
☎○

月 日㈭
時～ 時

森歯科クリニック
室蘭市港北町 丁目 －
☎○月 日㈰

時～ 時 宮武歯科医院
登別市中央町 丁目 －
☎○

本田歯科
室蘭市港南町 丁目 －
☎○月 日㈰

時～ 時 合田歯科
伊達市梅本町 －
☎ ○

横山歯科医院
室蘭市母恋北町 丁目 －
☎○

月 日㈰
時～ 時

日鋼記念病院歯科
室蘭市新富町 丁目 －
☎○

月 日㈬
時～ 時

高砂公園歯科
室蘭市高砂町 丁目 －
☎○

月 日㈰
時～ 時

子ども手当の申請は
お済みですか

～出張受け付けも行います～

口腔がん無料検診
（ 次）を受けませんか

一日かろやか教室に
参加しませんか

保育所に
遊びに来ませんか

おもちつきに
参加しませんか

健康教室に
参加しませんか

～登別厚生年金病院～

月の歯科救急医療



すくすく子育て い い
広報のぼりべつ2011年 11月号

国民健康保険、後期高齢者医療制度に加入している方へ
ミニドック（集団健診）を受診しませんか

▼日時 月 日㈰ 時～ 時

▼場所 アーニス

▼テーマ 骨を丈夫にするコツ

▼内容 骨密度測定、てんとう虫
『体力測定』、栄養補助食品コ
ーナーなど

▼問い合わせ 庶務課
（☎○ ）

◎料理教室に参加しませんか

▼日時 月 日㈮ 時 分～
時

▼場所 登別厚生年金病院

▼内容 お手軽おせち料理
クルミたっぷり田作り（ゴマメ）
エビのつや煮、鴨ぞうに、サー
モン・イクラの親子なます

▼申し込み 月 日㈪までに栄
養部（☎○ ）

健康展を
開催します
～登別厚生年金病院～

国民健康保険・後期高齢者医療制度の加入者を対象に、ミニドックの予
約受け付けを開始します。
公共施設で生活習慣病の検査や心電図・眼底検査、がん検診などが低料
金で受けられます。

▼場所・日時 毅鷲別公民館 月 日㈬ 時～ 時
毅労働福祉センター 月 日㈭ 時～ 時
毅市民会館 月 日㈮ 時～ 時

▼対象 歳以上の国民健康保険または後期高齢者医療制度加入者
※特定健診や後期高齢者の健康診査、短期人間ドックとの重複受診不可。

▼検査項目 身体測定、視力・聴力測定、血圧測定、尿、血液（脂質、血
糖、肝機能、腎機能、貧血、尿酸など）
心電図、眼底、便潜血、肺がん検診
【選択項目】 胃バリウム、前立腺がん
（ 歳以上の男性で、治療中でない方）

▼定員 各 人（申込順）

▼料金 , 円（保険税（料）を滞納して
いる方は、料金が異なります）

▼申し込み 月 日㈫から 日㈭までに、
国民健康保険グループ（☎○ ）
または年金・長寿医療グループ（☎○

）
※ミニドックは 月にも実施します。

かかりつけ薬局を持ちましょう 問い合わせ 室蘭保健所（☎○ ）

患者さんは、どの病院や診療所（医院）・
歯科診療所で処方せんを受け取った場でも、
自由に薬局を選ぶことができます。
自宅の近くやいつも行く商店街の薬局など、
あなたがいつも利用する薬局が決まっている
とすれば、その薬局のことを『かかりつけ薬
局』といいます。
どこの病院・診療所（医院）・歯科診療所に
かかっても、同じ薬局で調剤を受けることが
大切です。
あなたが一番気軽に相談でき、信頼できる
薬局『かかりつけ薬局』を決めましょう。

かかりつけ薬局では…
毅あなたの薬歴（お薬の服用の記録）をつくります
毅いろいろなお医者さんから同時に処方せんが出たときなど、
お薬の飲み合わせ（相互作用）や重複がないかを確認します

毅大衆薬との飲み合わせも確認します
毅薬についてわかりやすく説明します
毅休日や夜間など、いざという時に相談できます

『おくすり手帳』を持ちましょう

受診には、特定健診・
後期高齢健康診査の受
診券が必要です

受診券は 月にそれぞ
れの医療制度の加入者
に送付しています。

料理教室に
参加しませんか
～登別厚生年金病院～

おくすり手帳には、自分の飲んでいる薬等が記録され、薬の
重複や飲み合わせによる副作用を未然に防止することができま
す。また、ふだん持ち歩くことで、自分の使っている薬を正確
に伝えることができます。



11月号

市民会館 登別市富士町 丁目 番地 緯○

市民活動センター『のぼりん』登別市緑町 丁目 番地 緯○
申し込み・問い合わせ・持ち物対象・定員・参加料内容行事名日時

■申 月 日㈫・ 日㈬の 時
～ 時に尾野さん（☎○

）
■持おしぼり、エプロン

−古着などを使ったアイディア
作品の展示布に親しむ会作品展示会月 日㈯～

日㈬

■定 人（申込順）
■料 円

トンボのブローチと空き瓶を
利用した小物入れを作ります

布で作るブローチと小物入れ
布に親しむ会

月 日㈮
時 分～ 時

■申室蘭友の会（☎・思○
）

■料 円（当日
円）
※託児有（要予約・
おやつ付き・
円）。

震災を経て、今、私たちにで
きることは？ー本当に必要な
ものは何か、家計簿をつけて
見つけませんかー

暮らしと家計の講習会
室蘭友の会

月 日㈪
時～ 時

■問菅井さん（☎○ ）−
人形、畳のへりを利用したバ
ッグ、アクセサリーなど会員
人の作品展

布ごっこ展示月 日㈯～
日㈮

■問工藤さん（☎○ ）−第 火曜日は地域情報センタ
ーＰⅰＰで開催しています

ピッピ
無料パソコン相談会
シニアネットいぶり

毎月第 火曜日
時～ 時

広報のぼりべつ2011年 11月号

く くおでかけ

申し込み・問い合わせ・持ち物対象・定員・参加料内容行事名日時

■問佐々木さん（☎○ ）−
ヒグマとの共存は可能か
講師：前田

まえ だ

菜穂子さん（ヒグ
な お こ

マ学習センター主宰）

講演会『郷土史の夕べ』
登別郷土文化研究会

月 日㈭
時～

■問今田さん（☎○ ）
※前売り券は市民会館、アー
ニス、セブンイレブン登別
千歳店で販売中。

■料 円（高校生
以上）

出演：北海道登別明日中等教
あけ び

育学校合唱部、合唱団あすな
ろ、女声コーラスしおさい、
ボニークラックなど

登別コーラスフェスティ
バル

月 日㈯
時 分

■問Ｂ-ＮＡＧ（ふぉれすと鉱
山内・☎○ ）

■対 歳以上の方
■料 , 円

食の工場見学や体験を通して、
地元の美食を発見し、味を楽
しみます

地元の美食を楽しむ・味
わう
Ｂ-ＮＡＧ（登別アクテ
ィブガイド協会）

月 日㈯
時 分～
時

■問原さん（☎○ ）−
福島原発の現状とエネルギー
問題について
講師：鈴木好夫さん（室蘭工

すず き よし お

業大学名誉教授）

胆振日高管内
九条の会学習交流会

月 日㈰
時 分～
時 分

■申 月 日㈭までに登別消費
者協会（☎○ ）

■定 人（申込順）
■料 円

丼ものや炒め物、混ぜご飯な
ど、ご飯を使った料理をつく
ります

米消費拡大事業
料理講習会
登別消費者協会

月 日㈪
時～ 時

■申出展希望者は 月 日㈭ま
でに同財団（☎○ ）−絵画、写真、工芸品、手芸品

などを展示します
市民作品展
文化・スポーツ振興財団

月 日㈪
時～ 日㈭
時

■問安達さん（☎○ ）
※終了後、三市合同女性国内
派遣研修参加者の報告会を
行います。

■料 円

心と地域とのつながりについて
パネリスト：對馬敬子さん

つ しま けい こ

（NPO法人ゆめみ～る理事長）
介護は一人で頑張らないで
パネリスト：今川紀子さん

いま がわ のり こ

（介護支援専門員）

男女共同参画社会づくり
Ｍiniフォーラム
ミニ

月 日㈬
時 分～
時 分

市民会館サークル展
市内で活動しているサークルの作品を展
示します
月 日㈪ 時～ 日㈭ 時

家庭教育学級作品展
市内の幼稚園・小学校で活動している
家庭教育学級の作品を展示します
月 日㈪ 時～ 日㈭ 時

問い合わせ
社会教育グループ
（☎○ ）



く くおでかけ

広報のぼりべつ2011年 11月号

申し込み・問い合わせ・持ち物対象・定員・参加料内容行事名日時

■問市立図書館−
『おじさんズ』の佐藤正敏

さ とう まさ とし

さんがお話や読み語りにつ
いてアドバイスします

正敏おじさんの実践
お話・読み語り講座

月 日㈮
時～ 時

分

■問市立図書館
※保護者同伴。■対乳幼児わらべうたと絵本の読み聞

かせおはなしくれよん
月 日㈬
月 日㈬
時 分

■申 月 日㈫までに市立図書
館■定 人（申込順）石狩市の石狩市民図書館を

訪問しますライブラリーツアー月 日㈯
時～ 時

■問市立図書館
※幼児は保護者同伴。■対幼児～小学生絵本の読み聞かせえほんのへやでの

おはなし会
月 日㈬
時

■問市立図書館
※幼児は保護者同伴。

■対①幼児～小学生
②どなたでも

①まんが世界昔話『長ぐつ
をはいたねこ』

②知里真志保『アイヌの言
霊に導かれて』

映画会
月 日㈯

① 時
② 時 分

■問市立図書館
※幼児は保護者同伴。■対幼児～小学生絵本の読み聞かせと紙芝居おはなしぽけっと月 日㈯

時 分

■問市立図書館
※幼児は保護者同伴。■対幼児～絵本と紙芝居の読み聞かせおじさんズの読み聞かせ月 日㈯

時 分

市立図書館 登別市中央町 丁目 番地 緯○

申し込み期限・持ち物対象・定員・参加料内容講座名日時

■申 月 日㈬
■持手ぬぐい

■定 人（申込順）
■料 , 円（粘土、上
薬、焼き代）

粘土で花瓶、コーヒーカップなどを
作ります
講師：佐藤彰さん（登別美術協会）

さ とうあきら
陶芸教室月 日㈫

時～ 時

■申 月 日㈮
■持はさみ

■定 人（申込順）
■料 円（材料費）

いろいろな葉で色紙大の絵を描きます
講師：高野

たか の

恵子さん（登別美術協会）
けい こ

葉画教室
葉っぱで遊ぼう

月 日㈭
時～ 時

■申 月 日㈮
■持書道用具一式（筆は小
筆）、半紙、新聞紙

■定 人（申込順）
■料 円（手本資料
代）

年賀はがきの書き方を学びます
講師：成田成峰さん（登別書道連盟）

なり た せい ほう初心者書道教室月 日㈭
時～ 時

■申 月 日㈪
■持筆記用具■定 人（申込順）短歌をつくる楽しさを体験します

講師：五十里満義さん（登別歌人会）
い か り みち よし初心者短歌教室月 日㈰

時～ 時

■申 月 日㈪
■対小学生以上（小学
生は保護者同伴）
■定 人（申込順）

日本古来のゲームを楽しみましょう
講師：高橋政幸さん（登別将棋同好

たか はし まさ ゆき

会）
子ども将棋教室月 日㈰

時～ 時

■申 月 日㈭
■持動きやすい服装（ジャ
ージーも可）、日本手
ぬぐい（お持ちの方）

■定 人（申込順）
踊っても見ても楽しい粋な江戸芸です
講師：櫻川

さくらがわ

偲有さん（梅后流江戸芸
し ゆう

登別かっぽれ道場）
かっぽれ踊り月 日㈬

時～ 時

今月の『のぼりん文化講座』 申し込み 市民活動センター
☎○

これまでサークル活動をしたいと思っていてもなかなかその機会がなかった方や自分に合った活動に出会うことがで
きなかった方など、これから市民活動に参加したい方はぜひご参加ください。
※多くの方が参加できるよう、初めて参加する方を優先することがありますのでご了承ください。

平成23年度 市民活動センター人材育成講座

のぼり庵ナイト
市内の市民活動団体は現在、会員の減少、高齢化などの問題を抱え
ています。
講座では、交流を通じてこれまで以上にお互いの活動の理解を深め
ることで、市民活動団体が抱える問題の解決していくため、講義や交
流会の企画・開催・検証のワークショップを行います。
お気軽にご参加ください。

▼時 間 時 分～ 時（講座により変更することがあります）

▼参加料 各 円（茶菓子代）

▼申し込み 月 日㈮までにＮＰＯ法人登別自然活動支援組織モモ
ンガくらぶ（ふぉれすと鉱山内・☎○ ）

▼テーマ 交流事業の進め方
事業をカタチにするコツ
～企画の進め方①～

第 夜
月 日㈬

市内企業による地域や社会へ
の貢献活動の取り組み

第 夜
月 日㈭

情報を伝えるコツ
～企画の進め方②～

第 夜
月 日㈭

市民活動の最新情報を提供
～ＮＰＯ法改正と市民活動～

第 夜
月下旬

企画した交流事業の開催第 夜
月上旬



ふぉれすと鉱山 登別市鉱山町 番地 緯○

※それぞれの活動や天候に適した服装（防寒着など）や持ち物でお越しください。

広報のぼりべつ2011年 11月号

く くおでかけ

申し込み期限・問い合わせ・持ち物対象・定員・参加料内容行事名日時
月 日㈫は、施設メンテナンスのため、臨時休館します。

■問ふぉれすと鉱山
■持着替え、昼食など
※直接会場にお越しください。

■対未就園児とその保
護者
■料 円（ 組 人）
※バス代は無料。

お外でのびのび遊びます
※ 日は『富岸子育てひろ
ば』からバスが出ます。

（事前に申し込みが必要）
森ちょこっひろば

月 日～
日の毎週水曜
日（ 日を除
く）
時～ 時

■申 月 日㈬
■持昼食、飲み物など■定 人（申込順）

辻井達一さん（北海道環境
つじ い たつ いち

財団理事長）による基調講
演や、幌別川流域で活躍す
る市民団体の活動紹介

幌別川流域
環境保全フォーラム

月 日㈭
時 分～
時

■申 月 日㈯
■対未就園児とその保
護者
■料 円（ 人目以降
は 人 円）

色とりどりのフカフカ落ち
葉で元気よく遊びます

森のサロン
フカフカ落ち葉遊び

月 日㈫
時～ 時

分

■申 月 日㈬
■対子育て中の方、子
育て支援をしてい
る方

ふぉれすと鉱山を活用した
子育てについて意見交換を
行います

利用者会議（子育て編）月 日㈭
時～ 時

■申 月 日㈬
■対 歳～小学 年生
とその保護者
■料 組 人 円（ 人
目から 人 円）

子：遊々の森ハイキング
親：木工クラフト（ひげ工

房）
もりもり森ン子くらぶ

月 日㈯
時 分～
時

■問ふぉれすと鉱山
※当日、直接お越しください。
※初回のみ登録が必要です。

■対小学 ～中学 年
生
■料 円

自分たちの遊びを自分たち
で決めて思いきり遊びます山の学校月 日㈰

時～ 時

■申 月 日㈬
■持長靴か歩きやすく濡れても
良い靴、飲み物など

■対 歳以上の方
■定 人（申込順）
■料 円

秋から冬にかけての森の中
で旬の自然を味わいましょ
う

ガイドウォーク月 日㈭
時～ 時

■申定員になり次第締め切り■対子育て中の方
■料 円

Handmade-caféと題して、
ハンドメイド カフェ

木工クラフトとおいしいも
のがセットになりました

ｍａｍａのためのサロン
月 日㈮
時～ 時

分
■申 月 日㈬
■持くん製にしたい食材、軽い
昼食、飲み物、軍手など

■対小学生
■料 円

くん製器をつくり、香り豊
かでおいしいくん製を作り
ます

ながぐつレンジャー
くん製づくり

月 日㈯
時～ 時

■問ふぉれすと鉱山
■持昼食、エプロンなど
※当日、直接お越しください。

■対 歳以上の方
■料年会費 , 円

木のパズルや椅子を作りま
す（ 月まで月 回）ひげ工房 木の学校月 日㈰

■申 月 日㈭
■対 歳以上の未就学
児とその保護者
■料 円

秋の森をお散歩して、カー
ニバルを楽しみましょう

森のようちえん
森のカーニバル

月 日㈰
時～ 時

■申 月 日㈯
■持汚れても良い服装・靴、昼
食、飲み物など

■対 歳以上の方
■定 人（申込順）
■料 円（初回 ,
円）

チェンソーの使い方やリス
クマネジメントを学びます

里山マイスター養成講座
チェンソー講座

月 日㈰
時 分～
時

■申 月 日㈫
■持汚れても良い服装、着替え、
タオル、昼食など

■対未就園児～小学生
とその父親（祖父）
■料 円（ 人目以降
は 人 円）

日頃なかなか一緒に遊べな
いお父さんとコーザンで秋
遊びをします

父と子の日月 日㈬
時～ 時

■申 月 日㈮
■持防寒着、汚れても良い靴、
軍手、昼食など

■定 人（申込順）
■料 円（ 歳未満

円）
できあがった炭焼き小屋で
炭の試し焼きを行います

ふぉれすと鉱山流
里山づくりの日

月 日㈯
時～ 時

■申 月 日㈯−
ふぉれすと鉱山をもっと活
用しやすくなるよう意見交
換をします

利用者会議（一般編）月 日㈰
時～ 時

■申 月 日㈫
■対 歳以上の方
■定 人（申込順）
■料 円

敷地内の樹木の成長状態の
調査をしますこうざん調査隊月 日㈬

時～ 時

■申 月 日㈯
■持動きやすい服装
※託児有（要申込）。

■対子育て中の方とそ
の子ども
■料 円（ 歳未満

円）

ふぉれすと鉱山で行ってい
る森の中での子育て支援を
紹介します。体験もありま
す

子育てフォーラム
月 日㈰
時 分～
時



申し込み・問い合わせ・持ち物対象・定員・参加料内容行事名日時

月 日㈰は、水泳大会が開催されるため、 時まで臨時休館します。

市民プール『らくあ』 登別市幸町 丁目 番地 緯○

小児救急講習会
赤ちゃんから 歳くらいまでの心肺蘇生法や異物除去の方法などを学びます

そ

日時 月 日㈯ 時 分～ 時 分 定員 人（申込順）
申し込み 月 日㈭までに消防署警備グループ☎○

のぼりべつ文化交流館『カント・レラ』 登別市登別温泉町 番地 緯○
申し込み・問い合わせ・持ち物対象・定員・参加料内容行事名日時

月 日㈬で今年度のカント・レラの開館が終了します。
来年の開館は、 月 日㈰からの予定です。

休館中の問い合わせ 社会教育グループ（☎○ ）

■申 月 日㈮までにカント・
レラ

■定 人（申込順）
■料 円

紙やすりで簡単にできるい
つもとは違う形のまが玉を
作ります

カント・レラ縄文文化体験
もっとまが玉を作ろう！！

月 日㈯
時 分～
時 分

■問石崎さん（☎○ ）
※開催中はいつでも参加可。−木炭を風で燃やして砂鉄か

ら日本古来の鉄を作ります
古代製鉄法・小たたら製
鉄を体験しよう

月 日㈯
時～ 時

申し込み・問い合わせ・持ち物対象・定員・参加料内容行事名日時

月 日㈮は休館します。
■申 月 日㈬～ 日㈯に郷土
資料館
■持包丁 ・ 丁、雑巾
※包丁はケースに入れるか、
布に包んでください。

■対 歳以上の方
■定 人（申込順）
■料 円（別途入館
料 円）

おせち作りに向けて、包丁の
切れ味を良くしませんか包丁とぎ体験月 日㈯

時～ 時

■申 月 日㈮～ 日㈯に郷土
資料館
■持胸から掛けるエプロン、髪
を覆うもの、手ふき 枚、上
履き、そばを持ち帰る容器

■対 歳以上の方
■定各 人（申込順）
■料 , 円

一度は挑戦してみたいそば打
ちを、分かりやすく教えます

年越しは手打ちそばで教
室

月 日㈯・
日㈰
時 分～
時 分

■申 月 日㈬～ 月 日㈯に
郷土資料館
※小学 年生以下は保護者同
伴。

■対小学生以上
■定 人（申込順）
■料 つ 円（ 家
族 つまで）

スゲを使った本格的なしめ縄
飾りを作りますしめ縄づくり月 日㈯

時～ 時

郷土資料館 登別市片倉町 丁目 番地 緯○

周年記念特別展

DoYouknowこけし？
月 日㈫～ 日㈬ 時～ 時
自宅の棚や床の間にいつの間にかいたこけし。誰も
が名前を知っているこけし。知っているようで知らな
いこけしのアレコレを紹介します。
この展示を見れば、こけしがとてもポップで面白い
日本を代表する民芸品だと感じるはずです。
期間中は折り紙でいろいろなこけしを作ることもで
きますので、ぜひお越しください。

▼入館料 円（小・中学生 円）

ミュージアムトーク

こけしの魅力
月 日㈯ 時 分～

▼講 師 佐藤佑一さん（北海道こけし会）
さ とう ゆう いち

▼入館料 円（小・中学生 円）

問い合わせ 郷土資料問い合わせ 郷土資料館館
く くおでかけ
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市役所 登別市中央町 丁目 番地
申し込み・問い合わせ・持ち物対象・定員・参加料内容行事名日時

■問室蘭税務署（☎○ ）−
税を考える週間にちなみ、小
学 年生の『税に関する標語』
などを展示します

税に関する作品展
室蘭税務署

月 日㈮～
日㈭
時～
時 分

総合福祉センターしんた 登別市片倉町 丁目 番地
申し込み・問い合わせ・持ち物対象・定員・参加料内容行事名日時

■問高齢・介護グループ（☎○
）

※当日、直接お越しください。
−

千葉泰二さん（三愛病院院長）
ち ば やす じ

による講演『登別市における認
知症の医療と介護の連携につい
て』や、地域で認知症の方を支
援している方の実践報告など

介護の日講演会
認知症になっても大丈夫
～認知症の方を地域で支
えるために～

月 日㈭
時 分～
時 分

※ 時受け付
け。

総合体育館 登別市若山町 丁目 番地
申し込み・問い合わせ・持ち物対象・定員・参加料内容行事名日時

■申 月 日㈮までに同財団
（☎○ ）

■持運動のできる服装、室内用
運動靴、ラケット（無料貸
し出しもあります）

■対市内居住または
通勤する 歳以
上の方
■定 人（申込順）
■料 , 円（スポーツ
安全保険料含む）

ラケットの使い方など卓球の
基礎技術を習得します

初心者卓球教室
文化・スポーツ振興財団

月 日～
月 日の毎週
水・木曜日
（全 回）
時～ 時

■申 月 日㈪～ 日㈮に同財
団（☎○ ）

■持運動のできる服装、室内用
運動靴、サッカーボール
（なければ弾むボール）

■対① ・ 歳
② ・ 歳
■定各 人（申込順）
■料 円（スポーツ
安全保険料含む）

サッカーの基本動作として、
足を使ったボール運動を行い
ます

キッズサッカー教室
文化・スポーツ振興財団

月 日㈯
① 時 分～

時 分
② 時～ 時

■申 月 日㈬～ 日㈬に総合
体育館備え付けの申し込み
用紙に必要事項を記入し、
参加料を添えて総合体育館
■問同財団（☎○ ）

■料 チーム , 円
一般の部（男子の部・女子の
部）、競技者の部（男子の部・
女子の部）
チーム ～ 人

市民ミニバレー大会
文化・スポーツ振興財団

月 日㈰
時

※ 時 分ま
で受け付け。

鉄南ふれあいセンター 登別市幌別町 丁目 番地
申し込み・問い合わせ・持ち物対象・定員・参加料内容行事名日時

■申 月 日㈮までに荒生さん
（☎○ ）

■持動きやすい服装、上履き、
タオル、飲み物など

■料 円
健康体操や替え歌合唱、各種
ゲームなどを行います
昼食には昔懐かしい食べ物を
用意しています

市民レク・ゲーム大会
登別レクリエーション協
会

月 日㈰
時 分～
時

■申 月 日㈪までに同事務局
（社会福祉グループ内・☎
○ ）

■対雪上安全法救助員
Ⅰに認定され、資
格取得から 年以
上経過した方
■定 人（申込順）
■料 , 円

救急法基礎講習（ 時間）、
養成講習Ⅰの学科・実技の一
部

赤十字雪上安全法資格継
続研修
日本赤十字社登別市地区

月 日㈰
時～ 時

■申 月 日㈮までに同会（登
別市ボランティアセンター
内・☎○ ）

■持筆記用具
■定 人（申込順）

元ＮＨＫ室蘭放送局長で元ア
ナウンサーの穴水重雄さんを

あな みず しげ お

講師に迎え、講師の朗読や、
参加者の実技講習を行います

周年記念
朗読実技講習会
登別朗読ボランティアの
会

月 日㈬
時～ 時

アーニス 登別市中央町 丁目 番地
申し込み・問い合わせ・持ち物対象・定員・参加料内容行事名日時

■問同事務局（☎○ ）−

障がい児・者作品（工芸・書
道・陶芸・手芸など）、ボラ
ンティア体験（ガイドヘルプ・
点訳・音声パソコン）、相談
コーナー、喫茶コーナーなど

『障がい者週間』記念事業
登別市障害者福祉関係団
体連絡協議会

月 日㈯・
日㈰
時～ 時

※ 日は 時。

登別蕎麦道場 登別市千歳町 丁目 番地
申し込み・問い合わせ・持ち物対象・定員・参加料内容行事名日時

■申 月 日㈭までに二木さん
（☎○ ）

■定 人（申込順）
■料 , 円

今年の年越しそばは、自分で
手作りしてみませんか

市民そば打ち講習会
登別蕎麦道場

月 日㈰
時～

その他
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その他の続き
室蘭工業大学 室蘭市水元町 番 号

申し込み・問い合わせ・持ち物対象・定員・参加料内容行事名日時

■申地域連携推進課備え付けま
たは同大学ホームページ掲
載の申込書に必要事項を記
入し、 月 日㈮までに地
域連携推進課（☎○
）

※保護者同伴可。

■対 歳以上（高校
生不可）
■定 人（申込順）
■料 , 円

基本的な英語能力を有してい
る方を対象に、英会話に親し
みながら基本的なビジネス英
語を身に付けます

室蘭工業大学公開講座
基本ビジネス英会話（初
級～中級）

月 日～
日の毎週木曜
日
時 分～
時 分

■対小学 ～ 年生
■定 人（抽選）

小さな原図を拡大して、体育
館一面に地上絵を描いてみま
しょう

室工大サイエンススクー
ル
巨大地上絵をつくろう

月 日㈪
時～ 時

室蘭工業大学ロボットアリーナ 室蘭市高砂町 丁目 番 号
申し込み・問い合わせ・持ち物対象・定員・参加内容行事名日時

■申同アリーナホームページ掲
定載の申込書に必要事項を
記入し、 月 日㈮までに
同アリーナ（☎○ ）

■対小学 ～中学生
■定各 人（抽選）

レゴ・マインドストームで、
さまざまなプログラムを体験
します

レゴ・マインドストーム
体験教室

月 日㈯・
日㈯
時 分～
時

■対小学 ～ 年生
■定各 人（抽選）

工作キットを使用し、ロボッ
トの組み立て・仕組みを体験
します

ロボット組立体験教室
月 日㈯・
日㈯
時 分～
時 分

■申地域連携推進課備え付けま
たは同大学ホームページ掲
載の申込書に必要事項を記
入し、 月 日㈮までに地
域連携推進課（☎○
）

※保護者同伴可。

■対小学 ～中学生
■定各 人（抽選）

ワンチップ・コンピュータ
（ＰＩＣ）でＬＥＤを制御す
る電池駆動式の卓上型クリス
マスツリーを作製します

室工大サイエンススクー
ル
コンピュータ制御クリス
マスツリーの作製

月 日㈯
時～ 時
時～ 時

室蘭市文化センター 室蘭市幸町 番 号
申し込み・問い合わせ・持ち物対象・定員・参加内容行事名日時
■申住所・氏名・電話番号・所
属（保護者・勤務先など）
を記入の上同会（思○
・Ｅメール：muro.ld.

in@gmail.com）
■問熊谷さん（☎○ ）
※託児可（有料・要申し込み）。

■定 人

事例を通して、子どもたちへ
の理解を深め、その未来を考
えます
講師：田中康雄さん（北海道

た なか やす お

大学大学院教授）

教育講演会
この子らと共に生きる
～発達障害児者への支援
と連携～
室蘭ＬＤを考える会

月 日㈯
時～ 時

難民の方へ衣料を送ります
のぼりべつ国際交流会

昨年は、段ボール 個分の衣料などを送ることができま
した。
持参いただいた衣料などは、ＮＰＯ法人日本救援衣料セン
ターを通して、難民の方に送ります。
皆さんのご協力をお願いします。

◆日時 11月13日㈰ 10時～14時
◆場所 市民活動センター、鷲別公民館、婦人センター
◆搬入方法 りんご箱程度の段ボール箱に入れて持参
してください

◆負担金 500円（ 箱につき）

問い合わせ 田中さん（☎○ ）

受け入れる物
新品の下着、パジャマ、タオル、タオルケット、シーツ、洗濯
済みの毛布、ズボン、Ｔシャツ、トレーナー、セーター、ジャ
ンバー、コートなど
受け入れない物
スーツ、スカート、ワンピース、和服、ふとん、ベビー服、小
物類（ネクタイ、ベルト、帽子、手袋など）など

大東流合氣柔術幸道会登別支部
健康のため、護身術として合氣柔術を始めて

みませんか
●活動日
毎週火・木曜日 時 分～ 時 分
毎週日曜日 時～ 時

●場所 登別公民館
●会費 , 円（月額）
※小学校低学年は 円（月額）。
●問い合わせ 松本さん（☎○ ）

会員募集

菊花同友会
楽しい菊づくりをしてみませんか

●問い合わせ 柿倉さん（☎○ ）



今月の新着図書
市立図書館
緯○4324

んほ

せんろはつづく どこまでつづく
鈴木まもる 文・絵
すず き

※図書館では、毎月購入している本の全リストを
差し上げています。ご利用ください。

不用品 市ダイヤル
火～金曜日（祝日を除く） ： ～ ：

●五月人形●加湿器●ひな人形（ 段）●パイプベッド●布団乾燥機●反
射系蛍光水銀ランプ（ ）●整理だんす●ホッケー用スケート（ ㌢㍍、

足）●スピードスケート（ ㌢㍍、 足）●花器（ 点）●グランドゴ
ルフクラブ（ボール 個、ケース付き）●電子オルガン●プラスチック製
漬物容器（直径 ㌢、直径 ㌢）●自転車（男児用）●ビデオカメラ●パ
ークゴルフスティック（女性用）●船舶用固形式救命胴衣●フランス人形
（ケース付）●ハイビジョンテレビ●スタッドレスタイヤ（ − − ）
●電子ピアノ●猫のトイレセット●猫の爪とぎ●柔道着一式（高校生用）
●電動自転車（大人用）●チャイルドシート（新生児～ 歳用）●クリス
マスイルミネーション（LED含む）●ジューサー●ミキサー●電動三輪車
（高齢者用）●学習机（スライド式）●和だんす（ × × ）●シン
グルベッド●ワープロ●バスケットゴール●一眼レフカメラ●写真フィル
ム引き伸ばし機

線路をつなげる遊びをする子ど
もたち。今度は列車をつなげて…。
リズミカルな文と可愛い絵で読
み聞かせに最適の絵本。「せんろ
はつづく」第 弾。

慈雨の音
じ う

宮本 輝 著
みや もと てる

昭和 年、新事業への進出を果
たした松坂熊吾のもとに海老原太
一の意外な報せが届く——。
作者自身の『父と子』を描く『流
転の海』第 部。大阪・隆盛編。

●ゲートボール用スティック●パークゴルフ用品（男性用一式）●登山用
ピッケル●白菊幼稚園制服（男児・夏用）●白菊幼稚園制服（男児用ズボ
ン）●胴着（子ども用）●大人用電動自転車●健康器具●座卓（木製）
●足踏みミシン

お申し込み・お問い合わせは
登別消費者協会（緯○ ）

足
が
悪
く

定
期
的
に
通
院
す
る
た

め
に
バ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す

停
留
所
に
止
ま

た
目
当
て
の
バ
ス

は

そ
れ
ほ
ど
混
雑
し
て
い
な
い
よ
う

だ

た
の
で

座
れ
る

と
安
心
し
て

乗
り
込
み
ま
し
た

と
こ
ろ
が

バ
ス
に
乗
り
込
ん
で
周

り
を
見
渡
し
て
も

座
席
が
空
い
て
い

な
い
の
で
す

空
い
て
は
い
る
の
で
す

が

人
が
け
の
座
席
に
腰
を
掛
け
て

い
る
乗
客
全
員
が
通
路
側
に
座
り

奥

の
席
を
き
れ
い
に
塞
い
で
し
ま

て
い

る
の
で
す

私
が
席
を
探
し
て
い
る
の
に
気
付
い

て
い
る
の
か
い
な
い
の
か

誰
一
人
と

し
て
奥
に
詰
め
て
く
れ
る
様
子
は
な
く

運
転
手
さ
ん
は

奥
に
詰
め
て
く
だ
さ

い

な
ど
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
す
る
こ
と

な
く

バ
ス
を
発
進
さ
せ
ま
し
た

そ
の
後

バ
ス
が
揺
れ
て
体
勢
を
崩

し

つ
か
ま
た
席
の
方
に
お
願
い
し
て

よ
う
や
く
座
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

お
願
い
す
れ
ば
す
ぐ
に
譲

て
も
ら

え
た
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
が

な

ん
だ
か
と
て
も
寂
し
い
気
持
ち
に
な

た
出
来
事
で
し
た

中
登
別
町

女
性

私
は
朝

時
か
ら

分
ほ
ど

健
康

30

の
た
め
に
散
歩
を
し
て
い
ま
す

道
を

歩
い
て
い
て

と
て
も
気
に
な
る
の
が

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
で
す

歩
き
な
が
ら
食
べ
た
と
思
わ
れ
る
お

菓
子
や
お
に
ぎ
り
の
包
み
紙

ペ

ト

ボ
ト
ル
が
道
路
に
捨
て
て
あ
る
の
で
す

タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
も
と
て
も
多
く

走
行
中
の
車
か
ら
灰
皿
の
中
身
を
道
路

に
撒
き
散
ら
し
た
跡
も
見
掛
け
ま
す

自
分
が
歩
く
道
が
汚
い
の
は
嫌
な
の

で

私
は
散
歩
に
出
掛
け
る
と
き

ビ

ニ

ル
袋
を
持
ち

事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
目
立
つ
色
の
服
を
着
て

歩
道

や
道
路
脇
の
ご
み
を
拾

て
い
ま
す

多
い
と
き
に
は

の
袋
が
ご
み
で
い

20

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た

家
や
車
の
中
が
き
れ
い
だ
と
気
持
ち

が
良
い
よ
う
に

道
路
も
き
れ
い
な
方

が
気
持
ち
が
良
い
で
す
よ
ね

ご
み
は
道
路
に
捨
て
ず

家
に
持
ち

帰

て
く
だ
さ
い
ね登

別
東
町

女
性

◇小学生はこれを読め！
小学生はこれを
しょうがくせい

読め！
よ

編集
へんしゅう

委員会 編
い いん かい

◇親子のための地震イツモノート 寄藤 文平 絵
より ふじ ぶん ぺい

◇なんとなく 五味 太郎 作
ご み た ろう

席
は
あ
る
の
に

※お申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は カ月です。
継続希望の場合は、再度お申し込みください。

▼登録できないもの
衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

ゆずってください（買います）

ゆずります（売ります）

＝こどものほん＝

ちょ ひ
月
広報のぼりべつ2011年 11月号

◇いのちを育む 日野原重明 著
ひ の はら しげ あき

◇希望 鎌田 實 著
かま た みのる

◇救命 海堂 尊 監修
かい どう たける

◇峠うどん物語（上・下） 重松 清 著
しげ まつ きよし

◇緑の毒 桐野 夏生 著
きり の なつ お

ポ
イ
捨
て
を

や
め
て
く
だ
さ
い
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地域だより 登別市連合町内会事務局
市民サービスグループ内

緯○ 、思○町内会のいきいき実践活動を紹介

大
津
波
に
よ
り

町
内
会
周
辺
に
あ
る
幌
別
川
が
氾
濫
し
た

と
い
う
想
定
で
訓
練
を
行
い
ま
し
た

市
の
広
報
車
や
町
内
会
の
防
災
連
絡
網
に
よ
り
避
難
指
示
が

出
さ
れ
る
と

参
加
者
は

ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
る

ブ
レ

カ

を
切
る

家
を
施
錠
す
る

な
ど
の
注
意
事
項
を
守

り

避
難
場
所
で
あ
る
青
葉
小
学
校
へ
向
か
い
ま
し
た

西川上町内会
会長 亀山 聖

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
へ
の
願
い
を
込
め

イ
ン
パ
チ

ン
ス
や
ア
リ

サ
ム
で

ガ
ン
バ
ロ

日
本

の
文
字
や

太
陽
の
昇
る
光

の
図
柄
を
花
で
か
た
ど
り
ま
し
た

町
内
会
役
員
が
草
取
り
や
水
や
り
な
ど
を
し
て
た
く
さ
ん
の

花
が
見
事
に
咲
き
誇
る
花
壇
は

憩
い
の
場
と
し
て
周
辺
住
民

の
心
を
和
ま
せ
て
い
ま
す

［来福町内会］
思い出づくりとふれあい交流
町内会夏まつり

新生町望洋町内会
会長 水口 清

南千歳町内会
会長 畠山 重信

町
内
会
一
体
と
な

て
の
お
祭
り
は

会
員
同
士
の
親
睦
が

深
ま
り

町
内
会
活
動
を
推
進
す
る
活
力
と
な

て
い
ま
す

町
内
会
中
に
元
気
な
声
が
響
き
わ
た
る
子
ど
も
み
こ
し
や
餅

ま
き

炭
火
焼
き
パ

テ

な
ど
が
行
わ
れ

子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で

た
く
さ
ん
の
会
員
が
参
加
す
る
楽
し
い

日
と
な

り
ま
し
た

来福町内会
会長 堀尾 良則

［西川上町内会］
安心・安全な町内会を目指して
大津波を想定して避難訓練

［新生町望洋町内会］
心安らぐ交流の場に
町内会花壇づくり

［南千歳町内会・ニナルカ町内会］
南千歳・ニナルカ町内会パワー結集
合同子ども盆踊り大会

両
町
内
会
が
一
丸
と
な

て
企
画
・
運
営
し
て
い
る
好
評
の

子
ど
も
盆
踊
り
大
会

を
今
年
も
開
催

参
加
者
は

子
ど

も
盆
踊
り

と

登
別
地
獄
ま
つ
り
で
お
な
じ
み
の

鬼
踊
り

に
合
わ
せ
て
軽
快
に
踊
り
ま
し
た

ま
た

仮
装
大
会
や
打
ち
上
げ
花
火
な
ど
も
行
い

参
加
し

た
誰
も
が
楽
し
め
る
隣
接
町
内
会
の
催
し
と
な

て
い
ま
す

ニナルカ町内会
会長 木村 昌司
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平
成

年
第

回
定
例
会

平
成

年
第

回
定
例
会
が

月

日
か
ら

月

日
ま
で
の

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

一
般
質
問
に
は

名
の
議
員
が
登
壇
し

低
迷
す
る
市

内
経
済
の
早
期
活
性
化

教
育

福
祉

環
境
に
お
け
る

行
政
の
あ
り
方

防
災

学
校
給
食

野
生
鳥
獣
対
策

市
民
活
動
支
援
の
あ
り
方

私
立
高
校
の
統
合

障
害
者

虐
待
防
止
法
の
体
制
整
備
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た

主
な
議
案
は

①
平
成

年
度
健
全
化
判
断
比
率

資
金
不
足
比
率
の
報

告
②
平
成

年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

③
平
成

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

第

号

平
成

年
度
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第

号

平
成

年
度
カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ

場
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

第

号

④
税
条
例
等
の
一
部
改
正

⑤
体
育
指
導
委
員
会
設
置
条
例
の
一
部
改
正

⑥
工
事
委
託
の
協
定

若
山
浄
化
セ
ン
タ

改
築
更
新
工

事
⑦
損
害
賠
償
請
求
事
件
の
損
害
賠
償
額
を
定
め
和
解
す
る

こ
と

⑧
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

⑨
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

が
あ
り

全
議
案
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
原
案
可
決
し

ま
し
た

経済基盤の安定と住民福祉の向上をただす

予
算
・
決
算
委
員
会
補
正
予
算
審
査

予
算
・
決
算
委
員
会
を

月

日
に
開
催
し

平
成

年
度
の
一
般

会
計
・
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
・
カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ

場
事
業
特

別
会
計
の
各
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た

主
な
質
疑
と
し
て

一

認
知
症
高
齢
者
等
徘
徊
・
見
守
り

Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ

ト
ワ

ク
構

は
い
か
い

築
事
業
費

捜
索
模
擬
訓
練
の
内
容
に
つ
い
て

二

緊
急
誘
客
特
別
対
策
事
業
補
助
金

①
こ
の
事
業
の
内
容
・
効
果
に
つ
い
て

②
誘
客
対
策
の
費
用
対
効
果
に
つ
い
て

③
コ
マ

シ

ル
の
内
容
に
つ
い
て
創
意
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か

三

ネ
イ
チ

セ
ン
タ

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
等
ト
イ
レ
整
備
事
業

費
公
共
施
設
の
身
体
障
が
い
者
用
ト
イ
レ
を
整
備
す
る
市
の
優
先
順

位
は
あ
る
の
か

四

カ
ル
ル
ス
温
泉
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ

場
圧
雪
車
更
新
事
業
費

①
圧
雪
車
の
稼
働
状
況
と
整
備
状
況

に
つ
い
て

②
圧
雪
車
が
二
台
必
要
な
理
由
に
つ

い
て

③
圧
雪
車
の
保
管
状
況
と
そ
の
耐
用

年
数
に
つ
い
て

④
圧
雪
車
整
備
の
見
直
し
が
必
要
と

考
え
る
が

そ
の
見
解
に
つ
い
て

な
ど
に
対
す
る
答
弁
を
受
け
た
後

全
会
一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た

▲圧雪車更新に関する現地調査
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●質○答
市
内
に
お
け
る
自
殺
の
現
状
と
今
後

の
対
応
策
は
ど
う
な

て
い
る
の
か

室
蘭
保
健
所
の
統
計
に
よ
る
と

年

平
均

人
が
自
殺
で
亡
く
な

て
い
る

動
機
は
病
気
を
苦
に
し
た
も
の

経
済
的

な
問
題

家
庭
で
の
問
題
な
ど

複
数
の

要
因
が
重
な

て
い
る

昨
年
は
ゲ

ト

キ

パ

育
成
の
た
め
の
講
習
会
を
実
施

し
た
が

そ
れ
ら
も
含
め

今
後
有
効
な

対
策
を
関
係
機
関
と
連
携
し
取
り
組
ん
で

い
き
た
い

災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
場
所
と
し
て

バ
リ
ア
フ
リ

構
造
の
公
共
・
民
間
の
施

設
を
福
祉
避
難
所
と
し

学
校
を
緊
急
時

避
難
施
設
と
し
て

機
能
・
設
備
の
充
実

と

民
間
の
高
層
建
築
物
を
避
難
場
所
と

し
て
指
定
す
る
協
定
締
結
の
必
要
性
を
提

案

さ
ら
に
災
害
時
の
確
実
な
情
報
伝
達

吹
鳴
装
置
を
含
め
た
通
信
の
確
保

防
災

意
識
の
高
揚
と
地
域
力
の
育
成
の
た
め

定
期
的
な
訓
練
の
実
施
と

学
校
教
育
に

お
け
る
防
災
訓
練
を
含
め
た
授
業
内
容
の

充
実

各
学
校
へ
の
緊
急
地
震
速
報
装
置

の
設
置
を
提
案
し
た

商
工
会
議
所

建
設
協
会

市
議
会

一
部
会
派

な
ど
か
ら

市
内
経
済
活

性
化
の
た
め
に
補
正
予
算
を
組
む
べ
き
だ

と
の
要
望
書
が
出
て
い
る
が

市
の
見
解

を
求
め
た
い

国

道
か
ら
の
補
助
金
に
よ
る
建
設

関
連
事
業
が
あ
れ
ば
補
正
予
算
を
組
め
る

が

現
状
の
市
の
財
政
事
情
か
ら
み
て

市
単
独
事
業
と
し
て
補
正
予
算
を
組
む
こ

と
は
厳
し
い

市
内
の
動
き
や
状
況
を
見

据
え
な
が
ら

適
切
な
時
期
に
必
要
な
対

応
を
し
て
い
き
た
い

○答
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
う
ち
破
砕
が
困

難
な
物
に
つ
い
て
は

臨
時
職
員
を
配
置

し
前
処
理
を
行

て
い
る
が

そ
の
成
果

と
今
後
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か

ま
た

ご
み
の
分
別
表
を
再
度

市

民
へ
提
供
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

現
在

成
果
を
取
り
ま
と
め
て
お
り

今
後
こ
れ
ら
を
分
析
し
て
ト
ラ
ブ
ル
の
防

止
を
検
証
し

よ
り
良
い
仕
組
み
づ
く
り

に
取
り
組
む

ま
た

ご
み
の
分
別
ル

ル
を
Ａ

判
程
度
に
分
か
り
や
す
く
ま
と

め
た
ダ
イ
ジ

ス
ト
版
を
作
成
し

全
戸

配
布
で
き
る
よ
う
検
討
す
る

こ
の
夏

一
人
の
Ｊ
リ

ガ

の
死
に

よ
り

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
身
近
に
配
置
す
る
こ
と

で

救
え
る
命
が
あ
る

と
強
く
感
じ
た

こ
の
教
訓
を
生
か
し

特
に
市
内
の
各
サ

ク
ル
や
ス
ポ

ツ
少
年
団

部
活
動
指

導
者
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
の
受
講
を
勧
め
る
こ

と
や

市
バ
ス
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
搭
載
す
べ
き

と
提
案

市
は

現
在

千

人
の
市
民

と

教
職
員
の
約

割
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
を

受
講
し

市
バ
ス
運
行
時
に
は
消
防
か
ら

の
借
用
を
検
討
す
る
と
答
弁

市
バ
ス
に

は

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
常
備
が
必
要
で
あ
り

講

習
の
受
講
に
つ
い
て
も
促
す
べ
き
で
あ
る

と
た
だ
し
た

今
後

高
齢
化
や
人
口
の
減
少
に
よ

り

空
き
家
問
題
は
深
刻
な
問
題
と
な
る

が

市
に
お
け
る
空
き
家
や
危
険
家
屋
に

つ
い
て
の
対
策
は

空
き
家
の
再
利
用
に
つ
い
て

地
域

活
性
化
や
地
域
コ
ミ

ニ
テ

の
確
保

維
持
・
再
生

治
安
・
防
災
対
策
な
ど
の

視
点
か
ら

関
係
機
関
と
再
利
用
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
を
行

て
い
き
た
い

危
険
家
屋
に
つ
い
て
は

現
地
調
査
を

実
施
し

所
有
者
に
対
し
て
面
談
や
改
善

文
書
の
送
付
な
ど
を
行

て
い
く

町
内
会
が
行
政
運
営
に
対
し
て
重
要

な
役
割
を
担

て
い
る
こ
と
か
ら

市
職

員
の
参
加
実
態
と
そ
の
意
識
に
つ
い
て

行
政
運
営
に
と

て
町
内
会
が
重
要

で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る

今
後
は

自
主
的
か
つ
積
極
的
な
参
加
を
促
す
環
境

を
整
え
て
い
く

国
が
定
め
る

鳥
獣
被
害
防
止
の
た

め
の
特
別
措
置
法

に
基
づ
く
被
害
防
止

計
画
の
作
成
状
況
と
対
策
に
つ
い
て

平
成

年

月
に
策
定
し

年
度
ま

で
に
一
定
の
成
果
を
期
待
す
る
が

困
難

な
面
も
多
く

今
後
は
民
間
活
力
の
導
入

も
検
討
す
る

岩
見
沢
市
学
校
給
食
セ
ン
タ

で
の

食
中
毒
事
件
を
受
け
て

当
市
に
お
け
る

学
校
給
食
セ
ン
タ

の
衛
生
管
理
の
現
状

に
つ
い
て

大
量
調
理
施
設
衛
生
管
理
マ
ニ

ア

ル
や
学
校
給
食
衛
生
基
準
を
基
に
業
務
を

行

て
お
り

調
理
場
内
の
湿
度
を

％

以
下

温
度
を

℃
以
下
に
保
つ
た
め

エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
い
る

ま
た

食

品
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

ハ
サ

プ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

段
階
中

の

最
高
評
価
を
得
て
い
る

今
後
も
衛
生
管

理
体
制
を
維
持
し

安
全
で
安
心
な
学
校

給
食
の
提
供
に
努
め
て
い
く

●質○答

一一 般 質一 般 質 問問

災
害
時
に
お
け
る

防
災
対
策
に
つ
い
て

佐

藤

弘

子

市
内
経
済
活
性
化
に

つ
い
て

山

田

新

一

ご
み
の
分
別
につい

て

木

村

俊

子

空
き
家
対
策
につい

て

村

井

寿

行

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
常
備
と

講
習
の
受
講
に
つ
い
て

渡

辺

勉

市
職
員
の
町
内
会
参
加
と

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

杉

尾

直

樹

学
校
給
食
の

衛
生
管
理
に
つ
い
て

佐
々
木

久
美
子

市
内
に
お
け
る
自
殺
の

現
状
と
対
策
に
つ
い
て

米

田

登
美
子

○答

○答

●質

●質

●質○答●質○答●質
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ス
ポ

ツ
が
持
つ
役
割
や
影
響
力
は

地
域
を
複
合
的
に
発
展
さ
せ
る
も
の
と
考

え
る

地
域
経
済
の
発
展
・
活
性
化
を
視

野
に
入
れ
た
ス
ポ

ツ
振
興
の
必
要
性

ス
ポ

ツ
観
光
へ
の
考
え
方

庁
内
横
断

的
な
対
応
が
可
能
な
窓
口
の
一
元
化
に
つ

い
て
質
問

生
涯
ス
ポ

ツ
や
各
ス
ポ

ツ
団
体
な
ど
の
取
り
組
み
は
活
発
に
行
わ

れ
て
い
る
が

地
域
活
性
化
へ
は
意
図
的

戦
略
的
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
現
状
で
あ

る

今
後
は
市
の
特
色
や
地
域
資
源
な
ど

を
考
慮
し

将
来
的
な
展
望
を
掲
げ

ス

ポ

ツ
に
よ
る
地
域
振
興
を
考
え
て
み
た

い
と
の
答
弁
が
あ

た

児
童
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
へ
の
虐
待

や
い
じ
め

Ｄ
Ｖ
な
ど
の

暴
力

が
抱

え
る
問
題
へ
の
包
括
的
支
援
体
制
を
整
備

す
べ
き
と
質
問

障
が
い
者
虐
待
相
談
窓

口
の
設
置

Ｄ
Ｖ
基
本
計
画
を
策
定
す
る

考
え
が
示
さ
れ
た

児
童
虐
待
相
談
者
の

半
数
以
上
が
Ｄ
Ｖ
相
談
者
で
も
あ
る
な
ど

虐
待
・
暴
力
は
分
野
を
ま
た
い
だ
問
題
と

な

て
い
る
こ
と
か
ら

市
と
市
民
の
責

務
を
補
完
し
た
包
括
的
な
条
例
の
整
備
を

求
め
た

そ
の
ほ
か
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
改
正
・
新

寄
付
税
制
を
受
け

市
条
例
に
よ
る
個
別

指
定
を
提
案
し

制
度
導
入
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
と
な

た

補 正 予 算 審 査

緊
急
誘
客
特
別
対
策
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

質
問
し

道
内
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
や
韓
国
の
観
光

新
聞
な
ど

観
光
誘
客
に
必
要
な
事
業
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た

カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ

場

圧
雪
車
更
新
事
業
で
は

車
両
の
必
要
性
・
金

額
に
つ
い
て
質
問
し

平
成

年
車
を
購
入
す

る
こ
と
を
確
認
し
た

登
別
・
洞
爺
広
域
観
光
圏
協
議
会
の
フ

ム

ト
リ

プ
事
業
へ
の
当
市
の
負
担
金
は
約

万

円
で
あ
る
が

他
市
町
の
負
担
金
に
つ
い
て
質

問

室
蘭
市
は
約

万
円

伊
達
市
は
約

万

円

白
老
町
は
約

万
円
で
あ
り

事
業
対
象

は
韓
国
・
台
湾
の
旅
行
会
社
や
メ
デ

ア
関
係

者
で
あ
る
と
の
回
答
が
あ

た

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ

ト
ワ

ク
構
築
事
業
に
関
し
て

徘
徊
者
捜
索
模
擬
訓
練
の
具
体
案
を
確
認

認

知
症
を
患
う
方
を
地
域
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く

り
に
向
け
て

継
続
的
な
事
業
展
開
を
求
め
た

ま
た

訓
練
時
に
お
い
て
は
コ
ミ

ニ
テ

Ｆ
Ｍ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
資
源
が
参
加
・

活
用
さ
れ
る
よ
う
提
案
し
た

ス
ポ

ツ
振
興
に
よ
る

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

成

田

昭

浩

暴
力

の
な
い

ま
ち
づ
く
り

辻

弘

之

工

藤

倶
二
雄

木

村

俊

子

辻

弘

之

一一 般 質一 般 質 問問

元
鬼
な
登
別
経
済
を

げ
ん

き

築
こ
う
鎧

フ

ラ
ム

を
開
催

月

日
に
市
民
会
館
で

観
光
・
経

済
委
員
会
主
管
に
よ
る

元
鬼

な
登

別
経
済
を
築
こ
う

フ

ラ
ム

新
た

！！

な
視
点
で
地
域
経
済
の
活
性
化
を
考
え
る

を
開
催
し
ま
し
た

地
域
経
済
の
活
性
化
は
従
来
の
取
り
組

み
で
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ

フ

ラ

ム
か
ら
新
た
な
切
り
口
を
見
い
だ
し

元

鬼

な
登
別
経
済
を
築
く
一
歩
を
踏
み
出

し
た
い
と
の
考
え
か
ら
開
催
し
た
も
の
で

す
ふ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
㈱
代
表
取
締
役
の

西
本
伸
顕
さ
ん
に
よ
る

富
良
野
発
！
地

に
し
も
と
の
ぶ
あ
き

域
経
済
活
性
化
と
フ
ラ
ノ
・
マ
ル
シ

の
基
調
講
演
で
は

ま
ち
が
ど
こ
へ
向
か

て
行
く
の
か

そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
構

想
を
議
論
と
行
動
で
築
く
必
要
が
あ
る
こ

と

行
政
は
サ
ポ

ト
役
で
あ
り

行
政

任
せ
の
ま
ち
づ
く
り
か
ら
民
間
主
導
の
ま

ち
づ
く
り
の
大
切
さ
な
ど
が
提
起
さ
れ
ま

し
た

そ
の
後

登
別
厚
生
年
金
病
院
院

長
の
成
田
寛
志
さ
ん

㈱
ア

ル
・
ア
ン

な
り

た

ひ
ろ

し

ド
・
イ

代
表
取
締
役
の
北
山
茂
一
さ
ん

き
た
や
ま
し
げ
か
ず

㈱
の
ぼ
り
べ
つ
酪
農
館
代
表
取
締
役
の
三み

浦う
ら

学
さ
ん
を
パ
ネ
ラ

と
し
て
パ
ネ
ル
デ

ま
な
ぶス

カ

シ

ン
が
行
わ
れ

そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
経
済
活
性
化
に
向
け
た
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た

今
回
の
フ

ラ
ム
を
参
考
と
し
て

よ
り
一
層
わ
が
ま
ち
の
地
域
経
済
活
性
化

へ
の
取
り
組
み
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
強
く
感
じ
ま
し
た

カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ

場
事
業
特
別
会
計
で

計
上
し
た
圧
雪
車
更
新
事
業
費
は

千

万

円
以
上
の
高
額
で
あ
る

現
在

台
あ
る
圧
雪

車
の
こ
れ
ま
で
の
稼
働
・
運
行
体
制
や
整
備
・

修
理
体
制
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い

台
稼

働
の
可
能
性
や
残
る

台
の
延
命
に
全
力
で
対

応
す
べ
き
だ
と
提
言
し
た

石

山

正

志

天
神
林

美

彦

カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ

場
の
圧
雪
車
更
新
事

業
費
に
関
し
て

市
バ
ス
や
公
用
車
が
保
有
か

ら
リ

ス
へ
切
り
替
え
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え

次
に
更
新
が
発
生
す
る
も
う

台
の
圧
雪
車
に

お
い
て
は

レ
ン
タ
ル
な
ど
も
含
め

修
繕
費

の
か
か
ら
な
い
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
提
案
し

た

今
年
で

回
を
迎
え
た
登
別
地
獄

ま
つ
り

鬼
踊
り
大
群
舞

に
議
員

会
で
参
加
し
ま
し
た

踊
り
の
練
習
を
重
ね
た
豊
水
ま
つ

り
が
中
止
に
な

た
こ
と
も
あ
り

今
回
は
鬼
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
団
体
戦

に
出
場
し

優
勝
を
目
指
し
ま
し
た

お
そ
ろ
い
の
浴
衣
姿
に
鬼
は
ん
て

ん
を
羽
織
り

声
を
合
わ
せ
パ
ワ

全
開
で
踊
り
ま
し
た
が

残
念
な
が

ら
入
賞
を
逃
し
ま
し
た

翌
日
は

閻
魔
大
王
か
ら
く
り
山

え
ん

ま

だ

車
を
先
導
す
る

地
獄
大
行
列

に

し参
加閻

魔
大
王

に
扮
し
て
極

ふ
ん

楽
通
り
を
練

り
歩
き

沿

道
の
市
民
や

観
光
客
と
交

流
を
深
め
ま

し
た

登
別
地
獄
ま
つ
りに

参
加

▲「地獄大行列」に参加
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「反問に関する定義」と「議会フォーラムのあり方」について協議

議
会
運
営
委
員
会
は

反
問
に
関
す
る
定
義

と
年

間
活
動
計
画
テ

マ
で
あ
る

議
会
フ

ラ
ム
の
あ
り

方

を
中
心
に
協
議
し

議
会
基
本
条
例
の
改
正
や
今
後

の
取
り
組
み
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た

一

反
問

に
関
す
る
定
義
に
つ
い
て

議
会
基
本
条
例
の
規
定
に
よ
る

反
問

と
会
議
規
則
運
用
方
針
に

お
け
る

議
員

人

分

答
弁
含
ま
な
い

の
一
般
質
問
の
持
ち
時

間

に
関
し
て

次
の
と
お
り
条
例
と
会
議
規
則
運
用
方
針
を
一
部
改

正
し
ま
し
た

反
問
の
行
使
は

す
べ
て
の
会
議

を
対
象
と
す
る

反
問
を
行
使
す
る
際
は

議
長
ま
た
は
委
員
長
の
許
可

を
得

て
か
ら
行
う

反
問
の
目
的
は

質
問
趣
旨
の
確
認
や
論
点
・
争
点
の
明
確
化

と
す
る

反
問
に
対
す
る

議
員
の
答
弁
時
間
は
質
問
時
間
に
含
め
な
い

こ
と
と
す
る

二

議
会
フ

ラ
ム
の
あ
り
方

に
つ
い
て

基
本
ス
タ
ン
ス

議
会
基
本
条
例
で
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

市
民
と
の
議
論
・
意

見
交
換
・
協
働

市
民
へ
の
報
告
・
説
明

市
民
の
参
画

の

場
を
定
期
的
に
設
け
る
こ
と
を
基
本
と
す
る

な
お

定
例
会
回
数
を

回
に
戻
し
た
こ
と
を
踏
ま
え

今
後
の

議
会
活
動
全
般
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
考
慮
す
る

取
り
組
み
骨
子

①

名
称

議
会
フ

ラ
ム

②

内
容

常
任
委
員
会
の
活
動
報
告
と
予
算
に
関
す
る
意

見
交
換

を
基
本
と
す
る

③

時
期

月

を
基
本
と
す
る

予
算
審
査
資
料
配
布
後

④

場
所

地
区

を
基
本
に

日
間
で
開
催
す
る

地

区
同
時
開
催

当
市
に
お
け
る
今
後
の
防
災
対
策
や

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め

月

日
の
東
日
本
大
震
災
後

災
害

派
遣
隊
と
し
て
復
興
に
携
わ

た
陸
上
自
衛
隊
第

施
設
隊
の
奥
田
浩

一
隊
長
を
講
師
に
招
き

月

日
に
市
民
会
館
で
議
員
研
修
会
を
開

催
し

議
員
を
は
じ
め
市
職
員
や
多
く
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た

第

施
設
隊
の

名
は

震
災
発
生

日
後
の

月
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議員研修会「東日本大震災に伴う災害派遣任務を終えて」を開催



▼開館時間
毅平日… 時～ 時
毅土・日曜日、祝日… 時～ 時

▼休館日 月曜日
※月曜日が祝日の場合は、
その翌日が休館日です。

▼料金 円（ 歳以上
円、高校生 円、

小・中学生 円）
※未就学児童は無料です。
※お得な回数券もあります。

▼問い合わせ 室蘭市中島スポーツセ
ンター（☎○ ）

市 市

一樹会 自然観察会
～イオルの森と巨木を見に～

室蘭市中島スポーツセンター
スケートリンク 月 日オープン

鞴まつりに
ふいご

お越しください

鞴とは、金属の精鉄や加工に欠くこ
とのできない、火をおこし、火力を強
めるために使用する道具です。
刀工など火を扱う職人が鞴を清め、
火の神に感謝するとともに、技能向上
や一年間の作業の安全祈願をする、年
に一度のおまつりです。
また、黎明観刀鍛冶工房前では、刀
剣類の常設展示をしています。

▼日時 月 日㈰ 時～

▼場所 黎明観刀鍛冶工房

▼問い合わせ ＮＰＯ法人だて観光協
会（☎ ○ ）

イオルの森を見てからポロトの森で
一番太いハリギリの巨木に触り、往復
約 ㎞をゆっくり歩きます。
途中で動植物の解説もあります。

▼日時 月 日㈯ 時～
※荒天中止。

▼場所 ポロト ビジターセンター
（ポロト湖畔）

▼参加料 円
※申し込み不要です。
※当日直接会場へお越しください。

▼問い合わせ 一樹会（鈴木さん・☎
‐ ‐ ）

●

人のうごき（平成23年9月末日現在）／人口51,872（－82） 世帯25,031（－43）（ ）は前月比
発行・編集／登別市総務部政策推進室情報推進グループ 〒 － 登別市中央町 － 緯 碓 思 碓
ホームページ：http://www.city.noboribetsu.lg.jpＥメール：pr@city.noboribetsu.lg.jp

●

滑

市は、 歳以上の方などを対象に、季節性イ
ンフルエンザ（※）の予防接種費用の一部を助
成します。
※これまでの『新型インフルエンザ』は、『季節性インフルエンザ』に
替わりました。

月月 日日㈯㈯までまで
高齢者対象高齢者対象のの
季節性インフルエン季節性インフルエンザザ
予防接種を実施しま予防接種を実施しますす

対象
毅 歳以上の方
毅 歳以上 歳未満で、身体障害者手帳 級
（心臓、じん臓、呼吸器の機能障害または
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害
のみ）をお持ちの方
実施場所
登別・室蘭市内でインフルエンザ予防接種を
実施する医療機関
申し込み
医療機関に直接申し込みください
※医療機関によっては予約が必要な場合があります。

接種料金 , 円（自己負担額）
ただし次の方は無料です。

①市道民税非課税世帯や生活保護受給者世帯の方
②登別市の国民健康保険に加入している方
※建設国保は対象となりません。
③登別市の後期高齢者医療制度に加入している方
※接種時には、それを証明する書類が必要です。
①の場合：介護保険料納入通知書、介護保険料額決
定通知書、市道民税課税証明書（無料）、生活保
護受給証明書のいずれか
②・③の場合：保険証

問い合わせ 健康推進グループ
（しんた21内・緯○ ）


